
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

神
々
の
謎

　
　
　

講
師　

沖
田　

祐
美
子 

氏

私
は
長
い
間
、
神
社
や
聖
地
を
巡
っ

て
い
る
内
に
、
神
社
の
ご
由
緒
と
記
紀

神
話
の
内
容
が
食
い
違
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
記
紀

神
話
の
内
容
に
疑
問
を
持
ち
始
め
、
独

自
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

天
皇
家
の
祖
神
を
お
祀
り
し
て
い
る

伊
勢
神
宮
に
、
明
治
天
皇
以
前
の
歴
代

天
皇
の
参
拝
が
な
い
こ
と
、
皇
位
継
承

の
証
で
あ
る
三
種
の
神
器
の
内
、
八
咫

鏡
・
草
薙
剣
は
天
皇
で
さ
え
も
そ
の
実

見
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
数
々
の

疑
問
に
つ
い
て
も
、
記
紀
神
話
で
語
ら

れ
て
い
る
神
武
東
征
や
出
雲
の
国
譲
り

か
ら
見
え
て
く
る
歴
史
と
は
ま
た
違
っ

た
、
敗
者
側
の
出
雲
神
族
の
末
裔
に
口

伝
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
一
子
相
伝
の
歴

史
を
手
掛
か
り
に
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲

大
社
、
天
津
神
と
国
津
神
の
関
係
、
古

代
ユ
ダ
ヤ
や
シ
ュ
メ
ー
ル
、
龍
族
と
牡

牛
族
の
関
係
に
ま
で
敷
衍
し
て
、
独
自

の
論
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
、
御
寄
付

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
郵
便
振
替
用

紙
に
そ
の
分
を
記
入
し
、
年
会
費
に
追

加
し
て
、
お
振
り
込
み
願
い
ま
す
。

※ 

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

古
文
書
、
絵
図
、
石
版
の
写
真
等
を

多
用
し
、
視
覚
的
に
も
理
解
し
や
す
く

楽
し
め
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

※
昨
年
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
で
も
講
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
興

味
深
い
内
容
で
、
本
部
例
会
で
じ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
願
い
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
訃
報

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
四
月
五
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
四
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
4
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

　

分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
創
立
40
周
年
記
念
大
会
発
表
者
募
集

◎「
不
思
議
な
写
真
」の
募
集

◎
平
成
26
年
9
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
28
年
2
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
四
〇
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
〇
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
ミ
ク
ロ
・
オ
ー
ブ
の
発
見
に
つ
い
て

◎
沖
田
祐
美
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

石
川
県
出
身
、
早
稲
田
大
学
卒
業
。

2
0
0
3
年
頃
よ
り
周
囲
に
不
思
議
な

現
象
が
起
き
始
め
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
目
覚
め
を
促
さ
れ
る
。
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不
思
議
な
能
力
を
持
つ
霊
能
者
、
密
教

僧
侶
、
陰
陽
師
等
と
の
出
会
い
を
通
し
、

本
格
的
に
霊
性
向
上
を
目
指
す
。

外
資
金
融
を
退
職
し
、
バ
リ
島
、
イ
ン

ド
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
を
数
年
か
け
て
歩
き
、

霊
的
探
究
を
行
う
。

現
在
、
社
会
福
祉
系
相
談
員
を
行
う
傍

ら
、
日
本
全
国
の
神
社
仏
閣
、
聖
地
、

聖
山
を
巡
り
、
古
代
史
の
調
査
や
磁
場

調
整
等
を
行
う
。

日
時　

平
成
28
年
4
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※ 

５
月
14
日
（
土
）
の
本
部
例
会
講
師

は
河
野
貴
美
子
氏
の
予
定
で
す
。

※ 

６
月
26
日
（
日
）
の
本
部
例
会
講
師

は
エ
ス
パ
ー
・
小
林
氏
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

佐
藤　

禎
花　

様

金
一
千
五
百
円
也　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　
　
訃
　
報　
　

日
本
サ
イ
科
学
会
顧
問
の
窪
田
啓
次
郎

先
生
が
平
成
28
年
2
月
5
日
、
心
不
全

に
よ
り
、
90
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

窪
田
先
生
は
、成
蹊
大
学
名
誉
教
授（
通

信
工
学
）で
日
本
に
お
け
る
F
A
X（
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
）
の
研
究
、
開
発
に
も
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
科
学
分
野
で
は
永
年
、

「
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
の
調
査

研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

命
を
つ
な
ぐ

　
　
　

講
師　

畑
田　

天
真
如 

氏

日
時　

平
成
28
年
3
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

秘
密
N
I
P
P
O
N
の
超
建
国
裏
返
史

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎 

氏

日
時　

平
成
28
年
4
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

本
居
宣
長
の
「
古
事
記
」
解
釈
は

ち
と
誤
っ
て
い
た
!
観
点
を
変

え
る
と
「
古
事
記
」
か
ら
本
当
の

古
代
の
史
実
が
見
え
て
く
る
!

比
較
言
語
学
も
駆
使
し
て
読
み
解

く
日
本
人
の
本
当
の
ル
ー
ツ
!

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

日
時　

平
成
28
年
5
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室
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交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

水
の
は
な
し

　

～
水
と
若
さ
と
健
康
と
～

　
　

講
師　

久
保
田　

昌
治 

氏

　
　
（ 

理
学
博
士
・
日
本
サ
イ
科
学
会

理
事
長
）

水
の
基
礎
と
と
も
に
人
体
で
体
重
の

70
%
と
い
う
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
体
内
の
水
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
る
。

こ
の
70
%
の
水
を
ど
う
す
る
か
で
健
康

の
維
持
・
増
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
も
可
能
に
な
っ
て
く

る
。水

道
水
を
始
め
浄
水
、
純
水
、
超
純

水
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ア
ル
カ

リ
イ
オ
ン
水
、
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

機
能
水
、
さ
ら
に
最
近
注
目
さ
れ
て
い

る
水
素
水
ま
で
広
く
水
に
つ
い
て
述
べ

る
。

日
時　

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学

　
　
　

研
究
所　

研
究
室

　
　

（ 

金
沢
市
高
岡
町
12

－

45　

�

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ャ
ト
ー
南
町
1
階
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

�

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

参
加
者
の
皆
様
と
勉
強
会

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
28
年
4
月
10
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
8
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヘ
ル
ス

：
霊
性
と
健
康
」

日
時　

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
　
　

10
時
30
分
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会 

費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
４
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

大
い
な
る
存
在
と
の
不
思
議
な

出
会
い
か
ら
目
覚
め
て

　
　
　
　
講
師
　
大
石
　
陽
子 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

ヒ
ー
ラ
ー
）



霊
能
者
と
い
う
よ
り
シ
ャ
ー
マ
ン（
高

次
元
の
神
霊
な
ど
と
繋
が
り
、
直
接
交

流
す
る
役
割
を
担
っ
た
人
）
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
方
で
す
。
あ
る
時
、
大
い
な

る
不
思
議
な
存
在
と
出
会
っ
て
か
ら
高

次
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
動
を
媒
介
と

し
て
知
人
た
ち
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
す

よ
う
に
な
り
、
病
院
で
は
治
ら
な
い
病

気
と
か
憑
依
に
よ
る
霊
障
、
さ
ら
に
運

の
悪
い
人
や
人
生
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
歩

ん
で
い
る
人
に
も
光
明
を
与
え
て
元
気

を
と
り
戻
し
た
と
感
謝
さ
れ
、
世
の
た

め
人
の
た
め
に
そ
の
使
命
を
負
っ
て
い

る
も
の
と
自
覚
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
癒
し
や
サ
イ
コ

メ
ト
リ
ー
（
物
に
残
る
人
の
残
留
思
念

を
読
み
取
る
こ
と
）
な
ど
の
実
演
を
披

露
し
、
さ
ら
に
花
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
と
る
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
霊
性
に
目

覚
め
、
世
直
し
の
大
き
な
う
ね
り
へ
と

広
が
っ
て
い
け
た
ら
と
願
わ
れ
て
い
ま

す
。体

調
の
思
わ
し
く
な
い
人
、
霊
障
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
、
不
運
続
き

の
人
な
ど
は
必
見
で
す
。

〇
大
石
陽
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
短
期
大
学
卒
。
現

在
は
埼
玉
県
の
旧
神
泉
村
の
山
里
で
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
、
知
り
合
い
の

人
々
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
な
が
ら
、

日
常
生
活
で
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
は
一
切
視
聴
せ
ず
、
自
然
界

か
ら
の
恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
、
無
農

薬
の
野
菜
や
山
野
草
を
使
っ
た
自
然

食
、
健
康
食
、
日
本
の
伝
統
食
な
ど
研

究
。
人
間
の
命
や
霊
性（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

を
高
め
る
為
の
食
生
活
・
子
育
て
に
大

切
な
食
育
活
動
を
通
し
て
、
日
本
人
の

精
神
性
・
情
緒
を
大
切
に
す
る
生
き
方

を
啓
蒙
し
て
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
4
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円　

一
般 
二
千
円

　
　
　

学
生 

一
千
円

※
定
員
次
第
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
者
は
お
早
目
に
お
申
込
み
下

さ
い
。
参
加
予
約
は
公
式
サ
イ
ト
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
の
欄
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
40
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、「
創
立

40
周
年
記
念
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と

宇
宙
人　
―
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
U
F
O
と
宇
宙
人
」
に
関
し
て
で
も
、

そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現

在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り

を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）の

目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な

サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
40
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
5
」
最
終
頁
の

投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募

願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
不
思
議
な
写
真
・
映
像
」募
集

近
年
、
U
F
O
や
オ
ー
ブ
な
ど
、
不

思
議
な
写
真
が
撮
ら
れ
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
が
偶
然

撮
ら
れ
た
写
真
や
映
像
の
中
で
、
こ
れ

ら
の「
不
思
議
な
写
真
・
映
像
」が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
日
本
サ
イ
科
学
会
の

事
務
局
に
お
送
り
願
い
ま
す
。

本
部
例
会
の
終
盤
や
別
の
機
会
を
設

け
て
、
皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

● ❹●



送
付
の
方
法
は
写
真
な
ら
ば
、
メ
ー

ル
添
付
で
左
記
に
送
ら
れ
る
か
、
大
量

の
写
真
や
映
像
は
、
U
S
B
メ
モ
リ
ー

に
入
れ
て
、
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局

（
1
頁
上
段
住
所
）に
郵
送
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

も
ち
ろ
ん
、
紙
焼
き
の
写
真
送
付
で

も
結
構
で
す
。

た
だ
し
、
送
ら
れ
た
写
真
や
映
像
は
、

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
し

た
も
の
を
お
送
り
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
9
月
本
部
例
会
報
告

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に

つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
獣
医
師
）

死
生
観
に
つ
い
て

　

人
間
だ
け
で
な
く
、
生
物
は
生
ま
れ

た
瞬
間
か
ら
死
へ
の
時
期
を
探
す
た
め

の
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

に
動
物
の
死
で
み
る
と
、
他
の
生
物
の

た
め
の
餌
と
し
て
、
戦
い
に
よ
る
も
の
、

傷
病
に
よ
る
も
の
、
ま
た
人
間
だ
け
に

存
在
す
る
他
の
動
物
に
は
見
ら
れ
な
い

自
殺
等
数
多
く
の
死
に
至
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　

死
ぬ
ま
で
の
間
、
つ
ま
り
生
き
て
い

る
今
日
で
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

栄
養
状
態
、
社
会
衛
生
環
境
の
向
上
や
、

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
か
ら
改
善
さ
れ

た
た
め
か
、
男
性
80
・
21
歳
で
、
女
性

で
は
世
界
長
寿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
86
・

61
歳
と
男
女
合
わ
せ
て
80
歳
以
上
の
長

寿
で
す
が
、
寿
命
の
く
る
そ
れ
ま
で
は
、

生
き
て
い
く
た
め
に
知
恵
と
感
情
、
そ

し
て
理
性
の
意
識
体
を
働
か
せ
、
生
ま

れ
持
っ
た
因
縁
を
果
た
し
な
が
ら
生
き

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
来
人
間
は
1
5
0
歳
と
か
2
0
0

歳
ま
で
長
生
き
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
此
の
世
で
の
ス
ト
レ
ス
、
病

気
、
事
故
等
に
よ
り
、
寿
命
を
縮
め
て

し
ま
う
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　

で
は
そ
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う
の

は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
で
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

病
気
に
よ
る
死
因（
平
成
23
年
厚
労
省
）

1
位　

ガ
ン　
　

40
～
80
歳
に
多
い

2
位　

心
疾
患　

50
～
80
歳
に
多
い

3
位　

 

脳
血
管
疾
患 

年
齢
全
体
に
見
ら

れ
る

4
位　

肺
炎　

60
歳
以
上
に
見
ら
れ
る

5
位　

老
衰　

85
歳
以
上
に
多
い

ス
ト
レ
ス
を
原
因
と
す
る
主
な
疾
病

　

心
身
症
と
し
て
胃
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、

過
敏
性
大
腸
炎
、
自
律
神
経
失
調
症
か

ら
心
臓
病
と
多
く
の
疾
病
を
引
き
起
こ

すス
ト
レ
ス
の
区
分
け
順
位

①
配
偶
者
の
死

②
離
婚

③
別
居

④
近
親
者
の
死

⑤
ケ
ガ
・
病
気

　

こ
れ
ら
の
死
亡
原
因
の
誘
因
と
な
る

生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
と
か

肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
死
亡
原
因
と
な
る
生

活
習
慣
、
例
え
ば
タ
バ
コ
を
止
め
る
、

過
度
の
飲
酒
と
か
運
動
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
発
症
リ
ス
ク
を
抑
え
、
つ
ま
り

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

新
聞
の
人
生
相
談
欄
に
、
健
康
な
者

で
も
、
夫
婦
の
相
方
が
亡
く
な
る
と
か
、

子
供
が
巣
立
つ
、
孫
な
ど
と
の
家
族
と

の
接
点
も
薄
く
な
っ
て
く
る
と
、「
寂
し

い
、
人
生
が
つ
ま
ら
な
い
」な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
答
え
は
、
当
然
で
す
が
、「
何
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
ら
と
か
、
趣

味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
友
人
を
作
れ
ば
」

と
、
回
答
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
ら
入
っ
た
で
人

間
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
し
、
私
は
、
こ
れ
は
悩
ん

で
い
る
者
へ
の
正
解
、
指
導
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

正
解
と
は
こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
に
、

「
人
間
は
何
故
生
ま
れ
、
死
ん
で
何
処

へ
行
く
の
か
、
行
く
そ
の
先
の
世
界
は

存
在
す
る
の
か
、
そ
こ
に
地
獄
・
極
楽

は
あ
る
の
か
、
輪
廻
転
生
は
あ
る
の
か
」

等
を
、
ま
だ
肉
体
が
元
気
に
活
動
で
き

る
、
脳
で
考
え
る
余
力
の
あ
る
う
ち
に

学
び
、
次
の
世
界
の
た
め
に
準
備
し
て

●❺ ●



い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
り
、
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
こ
と
が
残
さ
れ
た

人
生
に
大
切
な
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

つ
ま
り
は
、
現
世
的
肉
体
の
要
求
だ

け
を
求
め
る
た
め
に
、
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
き
た
目
的
を
、
忘
失
し
て
し
ま
っ

た
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

老
人
ホ
ー
ム
と
か
特
養
施
設
と
か
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
に
入
居
し
て
、

そ
こ
を
自
分
の「
終
の
棲
家
」に
す
る
傾

向
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
安
住
が
出
来
て
、
ピ
ン
ピ

ン
コ
ロ
リ
と
死
ね
る
終
の
棲
家
を
求
め

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

今
の
自
分
の
願
望
を
中
心
に
し
た
考
え

で
あ
り
、
先
祖
か
ら
流
れ
て
く
る
業
、

カ
ル
マ
、
因
縁
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
未

来
永
劫
と
続
く
魂
の
遍
歴
を
知
ら
ぬ
が

故
の
考
え
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

死
後
の
世
界
／
黄
泉
の
国
と
根
の
国

　

日
本
の
古
代
で
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

奈
良
時
代
7
1
2
年
に
稗
田
阿
礼
と
太

安
万
侶
に
よ
り
筆
録
さ
れ
た
古
事
記
に

は
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
死
ん
で
あ
の
世
で
あ

る「
黄
泉
の
国
」に
居
る
の
を
、
イ
ザ
ナ

ギ
が
連
れ
て
帰
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
穢
れ
た
も
の
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

古
代
の
日
本
人
は
死
ぬ
こ
と
で
黄
泉
の

国
の
世
界
へ
行
く
が
、
死
は
悲
し
み
と

穢
れ
、
地
獄
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
死
後
の
世
界

に
つ
い
て
の
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
や
は
り
あ
の
世
で
あ
る

「
根
の
国
」
に
居
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
に
も
記
載
が
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
現
世
と
同
じ

よ
う
に
生
活
を
し
て
い
て
、
大
国
主
の

別
名
、
大
穴
牟
遅
命
は
そ
こ
の
世
界
を

行
き
来
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
の
娘
、
須
勢
理
毘
売
を
嫁
に

迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
録
は
、
古
代
に
お
け
る
日
本

人
は
、
人
間
が
死
後
の
世
界
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
を
知
っ
て
い
て
、

あ
の
世
の
記
憶
も
か
な
り
鮮
明
に
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

終
活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
の
意
味

　

人
生
の
最
後
を
迎
え
る
た
め
の
締
め

く
く
り
と
し
て
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る
終

活
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
納

棺
師
の
あ
る
方
は
「
最
初
、
死
と
は
遠

い
延
長
線
上
に
あ
る
現
象
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
今
は
死
と
は
自
然
で
、
極
当

た
り
前
の
現
象
で
あ
り
、
納
棺
の
時
に

そ
の
人
の
生
き
方
が
現
さ
れ
て
い
る
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
れ
ば
、
肉
体
も
意
識
も
全
て

亡
く
な
り
、
無
で
あ
る
と
基
本
的
に
考

え
て
い
ま
す
が
、
死
へ
の
恐
れ
、
苦
し

み
が
意
識
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
過
去

に
何
回
も
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
、
気
持
ち
の
中

に
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

死
後
は
何
も
無
い
か
ら
、
葬
儀
と
か

お
墓
な
ど
に
埋
葬
さ
れ
る
と
か
、
さ
れ

な
い
と
か
の
行
為
は
本
来
自
分
が
知
る

よ
し
も
無
い
の
で
す
が
、
自
分
は
死
後
、

ど
の
様
に
死
後
祀
ら
れ
る
か
な
ど
の
不

安
と
、
毎
日
お
祀
り
し
て
欲
し
い
と
の

欲
求
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

　

仏
教
の
側
か
ら
見
ま
す
と
、
釈
迦
が

生
存
し
仏
教
が
広
ま
っ
た
時
代
背
景
を

見
ま
す
と
、
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
世
界

的
に
争
い
、
紛
争
が
生
じ
て
お
り
、
農

業
技
術
も
十
分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、

大
衆
の
人
々
の
生
活
は
、
食
べ
物
、
医

療
、
生
活
環
境
全
般
的
に
、
今
の
時
代

で
は
想
像
も
つ
か
な
い
程
に
、
困
難
な

時
代
で
あ
り
、
そ
の
生
活
か
ら
救
わ
れ

た
い
と
の
願
い
が
強
く
、
多
く
の
宗
教

が
起
こ
り
、
結
果
と
し
て
、
釈
迦
が
唱

え
た
仏
教
が
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

釈
迦
入
寂
後
、
7
0
0
年
後
に
は
ナ

ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
ら
に
よ
り
、
大
乗
仏

教
の
思
想
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
人
々
の
苦
を
救
い
成
仏
さ
せ
る

と
い
う
、
大
乗
の
視
点
か
ら
の
釈
迦
の

教
え
で
あ
る
菩
提
心
を
す
す
め
る
も
の

で
あ
り
、
人
々
は
善
行
を
積
む
こ
と
に

よ
り
、
死
後
に
お
い
て
極
楽
浄
土
に
行

く
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
成
仏

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
え
が
、
当
時
の
苦
し
い
生
活

を
送
る
人
々
の
助
け
の
後
押
し
に
な
っ

た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
釈
迦
は
6
0
0
0
回
の
輪
廻
転

生
を
繰
り
返
し
、
そ
の
転
生
ご
と
に
難

行
苦
行
を
続
け
、
高
度
の
悟
り
を
開
き
、

一
切
衆
生
：
人
々
の
苦
し
み
を
救
お
う

と
し
た
教
え
を
学
ぶ
こ
と
で
、
我
も
仏

と
な
れ
る
、
つ
ま
り
成
仏
で
き
る
と
理

解
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
物
学
的
に
、「
生
き
る
、
生
命
活
動
を

営
む
」

　

人
間
に
は
60
兆
の
細
胞
が
あ
り
、
人

体
の
生
体
の
微
弱
電
流
に
よ
る
脳
か
ら

の
指
令
の
も
と
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
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な
り
ま
す
。

　

だ
が
そ
こ
で
、
そ
の
幾
つ
か
の
細
胞

間
と
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利
か
な
く
な

り
、
病
気
、
ガ
ン
な
ど
の
発
生
を
導
き
、

最
悪
の
場
合
は
細
胞
死
、
即
ち
死
亡
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
骨
格
か
ら

始
ま
り
、
筋
肉
組
織
、
循
環
器
系
、
呼

吸
器
系
、
泌
尿
器
系
、
内
分
泌
系
、
神

経
系
、
そ
し
て
感
覚
器
系
と
多
く
の
組

織
ま
で
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
重
要
な
働
き
の
部
分
は

交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
で
あ
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
、
副
交
感
神
経

が
優
位
と
な
っ
て
、
全
身
の
細
胞
へ
安

定
し
た
活
動
を
与
え
ま
す
。

長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子

　

人
間
の
体
の
60
兆
の
各
細
胞
に
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
、
0
・
5
ミ
ク
ロ
ン
の

長
さ
で
、
全
て
の
好
気
的
真
核
生
物
の

細
胞
に
含
ま
れ
、
人
や
動
物
の
細
胞
内

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
だ
し
て
い
る
細

胞
内
小
器
官
で
、
1
個
の
細
胞
内
に
数

百
個
か
ら
数
千
個
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
人
体
に
は
、
60
兆
個
の
細
胞

が
あ
る
の
で
、
数
百
兆
か
ら
数
千
兆
個

の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
主
要
な
機

能
は
、
電
子
伝
達
系
に
よ
る
酸
化
的
リ

ン
酸
塩
化
に
よ
る
A
T
P
（
ア
デ
ノ
シ

ン
三
リ
ン
酸
：
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
物
質
）の
産
生
で
す
。

　

細
胞
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
接
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
か
ら
A
T
P

の
形
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
機
能
を
持
っ

て
お
り
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
ヘ
ム
の
合
成

な
ど
を
含
む
様
々
な
代
謝
、
カ
ル
シ
ウ

ム
や
鉄
の
細
胞
内
濃
度
の
調
節
、
細
胞

周
期
や
細
胞
死
で
あ
る
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

の
調
節
な
ど
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
大
医
学
部
の
門
脇
孝
氏
が
述
べ
て

お
り
ま
す
が
、
長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
遺
伝
子
と
、
一
般
患
者
と
の
全
塩

基
配
列
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
5
ヶ
所

の
違
い
が
あ
り
、
な
か
で
も
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
D
N
A
の
5
1
7
8
番
目
の

塩
基
（
シ
ト
シ
ン
：
C
）
が
、
ア
デ
ニ

ン
（
A
）
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
多
型

（
M
t
5
1
7
8
C
→
A
）
が
多
く
百

寿
者
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
M
t
5
1
7
8
A
型
の

頻
度
は
40
%
だ
が
、
百
寿
者
は
（
37
r

例
）
の
62
%
が
M
t
5
1
7
8
A
型

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
M
t
5
1
7
8
A

型
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
M

�

t

�

5

�
1
�7�

8
C
型
を
持
っ
て
い
る
人
と
比
べ
て
、

成
人
発
症
性
疾
患
に
罹
り
に
く
い
の
で

す
。

　

健
康
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
人
間
の
身
体
の
数
千
兆
個
の
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
に
、
副
交
感
神
経
を
優
位

と
し
た
安
定
し
た
活
動
を
与
え
る
脳
か

ら
の
命
令
（
好
ま
し
い
想
念
）
を
送
る

場
合
と
、
好
ま
し
く
な
い
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
送
る
場
合
を
比
べ
ま
す
と
、

長
期
間
で
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
働
き

が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
妙
に
疲
れ
っ
ぽ
い
慢
性

疲
労
症
候
群
や
理
由
の
分
か
ら
な
い
病

気
に
な
っ
て
い
く
の
も
、
や
は
り
プ
ラ

ス
に
考
え
る
か
、
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
る

か
に
よ
っ
て
、
人
生
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
、
眠
っ
て
い
る
エ
ド
ガ
ー

ケ
イ
シ
ー
に
「
年
取
っ
て
も
元
気
に
な

る
方
法
」
を
聞
き
ま
し
た
ら
、「
気
持

ち
の
持
ち
よ
う
で
元
気
に
な
る
」
と
答

え
た
そ
う
で
す
。

　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
プ
ラ
ス
の
想
念

を
送
る
と
、
体
温
が
36
・
5
度
を
キ
ー

プ
し
て
元
気
に
な
り
ま
す
し
、
元
気
が

な
い
と
体
温
は
36
度
と
な
っ
て
、
冷
え

性
と
な
り
、
疲
れ
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。

　

肉
体
が
健
康
に
な
り
ま
す
と
、
幽
体

（
オ
ー
ラ
）
へ
も
良
い
影
響
を
与
え
ま

す
し
、
く
よ
く
よ
し
た
想
い
で
生
活
し

た
り
病
気
に
な
り
ま
す
と
、
幽
体
は
色

も
悪
く
な
っ
た
り
傷
を
付
け
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

心
霊
的
に
こ
の
世
で
生
き
る

・
胎
児
が
母
体
に
宿
り
、
妊
娠
を
し
て

3
ヶ
月
を
経
る
と
、
そ
の
胎
児
を
守
護

す
る
霊
が
広
い
意
味
で
の
先
祖
霊
で
あ

る
類
魂
で
定
め
ら
れ
て
、
胎
児
は
一
つ

の
魂
と
し
て
母
親
の
胎
内
に
宿
る
。

・
出
産
し
て
大
き
く
成
長
す
る
に
従
い
、

そ
の
守
護
の
霊
は
、
そ
の
者
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
守
護
の
霊
も
共
に
学
び
成

長
し
て
い
く
。

・
守
護
す
る
守
護
霊
と
は
、
亡
く
な
っ

て
4
0
0
～
5
0
0
年
ほ
ど
経
た
先
祖

の
中
か
ら
自
分
に
付
く
方
で
あ
り
、
男

性
に
は
男
性
の
守
護
霊
、
女
性
に
は
女

性
の
守
護
霊
が
付
く
と
さ
れ
て
い
る
。

男
性
に
女
性
の
守
護
霊
、
女
性
に
男
性

の
守
護
霊
が
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
同
性
の
守
護
霊
と
な
る
よ
う
で

す
。

・
そ
の
者
が
成
長
す
る
に
は
、
守
護
霊

を
含
め
た
先
祖
か
ら
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
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ー
が
流
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
も

し
流
れ
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
点
で

そ
の
肉
体
は
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

・
人
間
の
肉
体
は
、
肉
体
と
霊
魂
、
そ

し
て
い
ま
述
べ
た
先
祖
か
ら
の
生
命
の

流
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
つ
が
欠

け
て
も
生
命
維
持
は
で
き
な
い
。

本
能
と
欲
望
か
ら
の
因
縁
／
死
生
観
の

意
義
と
疑
問

　

動
物
に
は
3
大
本
能
と
し
て
、「
食
べ

る
こ
と
・
睡
眠
を
と
る
こ
と
・
子
孫
を

繁
殖
さ
せ
る
こ
と
」が
あ
る
と
さ
れ
て
い

て
、
人
間
以
外
の
動
物
で
は
必
要
以
上

の
要
求
は
せ
ず
、
本
能
に
従
い
生
命
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
場
合
で

は
、
こ
れ
ら
へ
の
願
望
が
よ
り
強
く
欲

望
と
ま
で
な
り
、
そ
れ
は
食
欲
、
睡
眠

欲
、
性
欲
と
な
っ
て
、
際
限
な
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
際
限
な
く
本
能
か
ら
の
欲
望

を
満
た
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
欲
望
が
結
果
と
し

て
争
い
、
恨
み
、
つ
ら
み
を
生
じ
、
前

世
か
ら
の
多
く
の
因
縁
の
上
に
、
さ
ら

に
新
し
く
因
縁
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
生
命
の
長
短
、
死
後
の

世
界
へ
の
居
場
所
、
そ
し
て
来
世
で
の

生
ま
れ
変
わ
る
環
境
に
大
き
く
影
響
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
死
生
観
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
死
を
通
し
て
生

き
て
い
る
今
の
自
分
が
、
ど
の
よ
う
な

環
境
下
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
ど
の

様
に
そ
の
中
で
生
活
を
送
れ
ば
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
見
つ
め
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

①
生
き
て
い
る
こ
と
と
そ
の
意
義

②
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
の
意
義

③
死
は
無
な
の
か
そ
れ
と
も
死
後
の
世

　

界
は
あ
る
の
か

④
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
輪
廻
転
生
は

　

あ
る
の
か

　

人
間
は
こ
れ
ら
項
目
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
で
、
現
在
の
人
生
観
は
変
わ

っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
そ
れ
に

よ
り
自
分
が
来
世
で
置
か
れ
る
環
境
を

考
え
る
か
ら
、
今
の
日
常
生
活
の
在
り

方
が
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

よ
く
私
は
前
世
や
来
世
の
こ
と
を
聞

か
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
答
え
の

パ
タ
ー
ン
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
世

の
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
、「
今
あ
な
た
は

幸
せ
で
す
か
?
苦
し
い
で
す
か
?
病
気

で
す
か
?
・
・
」
と
い
う
事
を
聞
い
て
、

前
世
は
こ
う
で
し
た
よ
ね
、
と
答
え
ま

す
。
来
世
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
、「
今

幸
せ
で
す
か
?
苦
し
い
で
す
か
?
楽
し

い
で
す
か
?
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い

の
で
す
か
?
」
と
聞
い
て
、「
来
世
も
そ

う
な
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
て
お
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
前
世
も
来
世
も
今
の

自
分
が
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

死
生
観
の
意
義
と
疑
問

　

死
と
は
、
帰
幽
で
あ
り
、
こ
の
世
か

ら
あ
の
世
の
幽
界
へ
移
る
と
言
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
肉
体
を
道
具
と
し

て
使
い
、
こ
の
世
で
の
修
行
生
活
を
終

え
た
者
が
、
本
来
の
居
場
所
で
あ
る
幽

界
に
帰
る
事
な
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　

死
に
近
く
な
る
時
に
寂
寥
感
、
死
へ

の
恐
怖
、
現
世
へ
の
執
着
が
生
じ
る
の

は
、
や
は
り
死
を
理
解
し
て
い
な
い
こ

と
と
、
転
生
に
つ
い
て
も
理
解
を
示
さ

な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

心
霊
的
に
み
る
死
に
つ
い
て
は
、
死

の
宣
告
を
受
け
た
場
合
、
幽
体
が
肉
体

の
頭
蓋
骨
部
か
ら
別
離
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
、
そ
の
姿
は
そ
の
者
と
同
じ
人

間
の
形
を
し
た
透
明
の
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
幽
体
と
肉
体
と
を
繋

ぐ
、
銀
色
の
紐
を
魂
の
緒
、
又
は
シ
ル

バ
ー
コ
ー
ド
と
も
い
わ
れ
る
も
の
が
、

肉
体
と
幽
体
が
離
れ
る
状
態
、
つ
ま
り

幽
体
離
脱
を
し
て
も
肉
体
が
生
き
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
距
離
が
ど
ん
な

に
離
れ
て
い
て
も
切
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
死
の
場
合
は
幽
体
が
肉
体

か
ら
離
れ
る
と
、
間
も
な
く
切
れ
て
し

ま
う
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
魂
の
緒
が
切
れ
た
時
点
が
、
肉

体
上
の
本
当
の
死
と
な
り
、
霊
魂
は
あ

の
世
で
あ
る
幽
界
へ
守
護
の
霊
に
導
か

れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
霊

魂
は
、
こ
の
世
の
側
に
あ
り
、
我
々
と

と
も
に
存
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
死
は
死
で
は
な
く
、
新
し
い

生
活
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
言
え
ま

す
が
、
今
日
の
科
学
に
お
い
て
見
え
な

い
世
界
の
解
明
の
道
は
ほ
ど
遠
い
で
す
。

※
後
半
は
臨
死
体
験
の
実
例
と
検
証
、

輪
廻
転
生（
実
例
：
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14

世
、
勝
五
郎
）、
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
内
容
の
紹
介
、
死
後

の
世
界
の
紹
介
、
動
物
の
霊
性
等
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

※
御
講
演
の
す
べ
て
を
記
録
し
た
ビ
デ

オ
映
像
（
U
S
B
メ
モ
リ
ー
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
メ
ー
ル
か

F
A
X
で
御
注
文
願
い
ま
す
。（
送
料

を
含
め
て
3
5
0
0
円
で
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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平
成
28
年
2
月
本
部
例
会
報
告

仏
教
の
霊
魂
観

　
　
　
　
　

講
師　

正
木　

晃 

氏

（
当
日
配
付
資
料
よ
り
）

「
四
十
九
日
」の
話

な
ぜ
四
十
九
日
?

四
十
九
日
は
、
人
が
亡
く
な
っ
た
あ

と
、
通
夜
と
葬
儀
に
は
じ
ま
る
一
連
の

法
事
の
な
か
で
も
、
節
目
の
行
事
と
し

て
、
と
て
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
な

ぜ
四
十
九
日
な
の
か
、
と
訊
か
れ
て
、

す
ぐ
答
え
ら
れ
る
お
坊
さ
ん
は
少
な
い

よ
う
で
す
。

こ
の
問
い
に
た
い
す
る
解
答
は
、
四

世
紀
こ
ろ
に
イ
ン
ド
で
書
か
れ
た
『
倶

舎
論
』
と
い
う
仏
教
哲
学
の
書
物
な
ど

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
死
か

ら
生
に
移
行
す
る
期
間
が
四
十
九
日
間

な
の
で
、
四
十
九
日
と
い
う
数
字
が
出

て
き
た
の
で
す
。

も
う
少
し
く
わ
し
く
説
明
し
ま
し
ょ

う
。ま

ず
、
前
提
と
し
て
、
輪
廻
転
生
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
を
ふ
く
む

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
動
物
は
、
生
と
死
を

永
遠
に
繰
り
返
す
と
い
う
考
え
方
で
す
。

つ
ま
り
、
死
ん
だ
と
お
も
っ
て
も
、
ほ

ん
と
う
は
死
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
す
ぐ

ま
た
別
の
生
命
体
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
。

い
い
か
え
る
と
、
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
し
て
、
永
遠
に
死
ね
な
い
の

で
す
。

こ
う
い
う
状
態
を
、
良
い
と
み
な
す

か
、
悪
い
と
み
な
す
か
。
な
か
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
の
あ
り
方
を
体
験
で
き

る
の
だ
か
ら
、
お
お
い
に
け
っ
こ
う
と

お
も
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
ブ
ッ
ダ
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
ド

の
宗
教
者
た
ち
は
「
苦
」
と
み
な
し
ま

し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。
悲
運
や

苦
労
に
満
ち
た
人
生
を
送
っ
て
き
た
人

が
、
臨
終
の
床
で
「
あ
あ
、
こ
れ
で
、

わ
た
し
の
苦
し
み
も
終
わ
る
」
と
お
も

っ
て
い
た
ら
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
。
ま

た
別
の
な
に
か
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、

前
に
も
増
し
て
苦
し
ま
な
い
と
も
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。
死
は
救
い
に
は
な
り
え
な

い
の
で
す
。

輪
廻
転
生
は
、
現
世
の
お
こ
な
い
に

よ
っ
て
、
次
に
何
に
生
ま
れ
変
わ
る
か
、

決
ま
る
と
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

十
分
に
功
徳
を
積
め
な
か
っ
た
人
は
、

人
間
以
下
の
生
命
体
に
し
か
生
ま
れ
変

わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
気
が
つ

い
た
ら
、
ゴ
キ
ブ
リ
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
ホ
イ
ホ
イ
の
な
か

で
ジ
タ
バ
タ
し
て
い
る
可
能
性
だ
っ
て
、

十
分
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
輪

廻
転
生
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
こ
そ
、
解

脱
で
あ
り
、
最
高
の
救
い
だ
と
考
え
た

の
で
す
。

中
有さ

き
ほ
ど
あ
げ
た
『
倶
舎
論
』
に
は
、

生
命
体
を
構
成
し
て
い
る
五
蘊
、
つ
ま

り
色
と
受
と
想
と
行
と
識
と
い
う
基
本

要
素
は
、
次
の
四
つ
の
時
間
帯
で
展
開

す
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
生
有
・
本

有
・
死
有
・
中
有
で
す
。
中
有
は
中
陰

と
も
い
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
生
有
は
、
わ
た
し
た
ち

が
生
ま
れ
る
瞬
間
で
す
。
本
有
は
、
わ

た
し
た
ち
が
現
に
生
き
て
い
る
時
間
帯

で
す
。
死
有
は
、
死
ぬ
瞬
間
で
す
。
中

有
は
、
死
か
ら
生
へ
と
移
行
す
る
時
間

帯
で
す
。

じ
つ
は
こ
の
中
有
の
時
間
帯
が
、
最

長
で
四
十
九
日
間
な
の
で
す
。
厳
密
に

い
う
と
、
生
き
て
い
る
と
き
に
善
行
を

か
さ
ね
た
人
は
、
死
後
、
す
ぐ
に
な
に

か
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
生
き
て
い

る
と
き
に
最
悪
の
行
為
を
か
さ
ね
た
人

で
も
、
四
十
九
日
後
に
は
、
な
に
か
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
そ
の
あ
い
だ
の
ど
こ
か
の
時
点
で
、

な
に
か
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
考
え
方
は
、
仏
教
が
独
自

に
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
仏
教

が
誕
生
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
た
と
え
ば
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
聖

典
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
は
、
人
が

死
ぬ
と
、
肉
→
皮
→
血
→
骨
と
い
う
順

番
で
身
体
が
と
と
の
え
ら
れ
、
一
〇
日

後
に
新
た
な
生
命
体
と
し
て
再
生
す
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の

一
〇
日
間
に
、
死
者
の
霊
魂
を
ご
先
祖

様
の
位
に
到
達
さ
せ
る
た
め
に
、
ピ
ン

ダ
と
よ
ば
れ
る
特
別
な
儀
式
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
仏
教
に
と
り

こ
ま
れ
て
、
四
十
九
日
と
い
う
法
事
に

な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
変
わ
っ
て
、
仏
教
が
ひ
ろ
ま
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る
前
の
日
本
で
は
、
人
が
死
ぬ
と
、
タ

マ
フ
リ
や
タ
マ
ヨ
ビ
と
よ
ば
れ
る
儀
式

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
タ
マ
フ

リ
は
生
命
力
を
強
化
す
る
儀
式
、
タ
マ

ヨ
ビ
は
死
者
の
霊
魂
を
よ
び
も
ど
す
儀

式
で
す
。
目
的
は
と
も
に
、
死
者
を
現

世
に
つ
れ
も
ど
す
こ
と
で
し
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
死
ん
で
し
ま
っ
た

人
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は
、
現
実

に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
こ
う

い
う
行
為
を
一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
て

お
こ
な
う
こ
と
で
、
の
こ
さ
れ
た
人
々

が
「
な
す
べ
き
こ
と
は
な
し
た
。
こ
れ

で
も
う
十
分
だ
」
と
い
う
、
安
心
感
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
い
う
行
為
を
き
ち
ん

と
い
と
な
ま
な
い
と
、
死
者
の
霊
魂
が

祟
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
た
し

か
で
す
。
そ
の
恐
怖
は
、
現
代
人
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
、
強
い
も
の

で
し
た
。
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
に
儀
式

を
い
と
な
み
、
死
者
の
霊
魂
に
安
定
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大
切
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
死
者
の
霊
魂

が
安
定
す
れ
ば
、
や
が
て
ご
先
祖
様
の

仲
間
入
り
し
て
、
今
度
は
の
こ
さ
れ
た

親
族
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る

存
在
に
転
化
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で

す
。

こ
の
仏
教
以
前
か
ら
あ
っ
た
儀
式
が
、

仏
教
と
む
す
び
つ
い
た
と
き
、
四
十
九

日
の
法
事
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
学

術
上
の
通
説
で
す
。

再
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

中
有
の
本
体
は
、『
倶
舎
論
』に
よ
れ

ば
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た
五
蘊
だ
そ
う
で

す
。
た
だ
し
、
物
質
的
な
身
体
は
も
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
人
の
目

に
は
見
え
ま
せ
ん
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
中
有
に
も
食
料

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

の
食
料
と
は
香
で
す
。
そ
の
た
め
、
別

名
を
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
、
つ
ま
り「
食
香
」

と
か
「
尋
香
」
と
も
い
い
ま
す
。
ガ
ン

ダ
ル
ヴ
ァ
を
漢
字
で
表
記
す
る
と
、
乾

闥
婆
に
な
り
ま
す
。

も
っ
と
お
も
し
ろ
い
の
は
、
ガ
ン
ダ

ル
ヴ
ァ
が
再
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
は
空
中
を
自
在
に
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ど
ん
な
物

質
で
も
と
お
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
に

も
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
世
の
因
縁
か
ら
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
て
い
る
未
来
の
男
女
が
セ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
行
き
会
う
と
、
気
を

失
っ
て
、
母
と
な
る
女
性
の
子
宮
に
吸

着
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
お
ま
け
に
、

女
性
の
子
宮
だ
け
は
と
お
り
ぬ
け
ら
れ

な
い
の
で
す
。
か
く
し
て
受
胎
し
、
再

生
す
る
の
で
す
。

こ
の
と
き
、
も
し
も
そ
の
ガ
ン
ダ
ル

ヴ
ァ
が
、
父
と
な
る
男
性
を
愛
欲
し
、

母
と
な
る
女
性
に
嫉
妬
す
る
な
ら
ば
、

生
ま
れ
て
き
た
子
は
女
の
子
に
な
り
ま

す
。
反
対
に
、
母
と
な
る
女
性
を
愛
欲

し
、
父
と
な
る
男
性
に
嫉
妬
す
る
な
ら

ば
、
生
ま
れ
て
き
た
子
は
男
の
子
に
な

り
ま
す
。

こ
の
話
は
も
と
か
ら
仏
教
に
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
神
話
か
ら
と
り

こ
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ

は
、
も
と
は
と
い
え
ば
、
中
有
と
は
な

ん
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
た
い
そ
う
色
好
み
の
神

様
で
し
た
。
と
り
わ
け
、
新
婚
の
夫
婦

が
ベ
ッ
ド
イ
ン
し
て
い
る
の
を
覗
き
見

す
る
の
が
大
好
き
な
、
困
っ
た
神
様
で

し
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
仏
教
に
と
り

こ
ま
れ
、
中
有
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

し
い
の
で
す
。
な
ん
だ
か
な
あ
、
と
い

う
感
じ
で
す
が
、
歴
史
的
な
事
実
で
す
。

恐
怖
の
体
験

で
は
、
生
か
ら
再
生
に
い
た
る
最
長

で
四
十
九
日
間
に
、
中
有
は
ど
ん
な
体

験
を
す
る
の
か
。
こ
の
件
に
か
ん
し
て

は
、
日
本
仏
教
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
は
ひ
じ
ょ
う
に
強
い
関
心
を
し
め

し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
『
チ
ベ
ッ
ト
死

者
の
書
』
に
、
じ
つ
に
く
わ
し
く
書
か

れ
て
い
ま
す
。

『
チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
』
と
い
う
名

称
は
、
外
国
人
が
勝
手
に
つ
け
た
も
の

で
、
正
し
く
は
『
パ
ル
ド
・
ト
ゥ
ー
ド

ル
』と
い
い
ま
す
。
直
訳
す
る
と
、「
中

有
救
度
法
」で
す
。
つ
ま
り
、「
中
有
を

救
済
し
て
、
悟
り
に
み
ち
び
く
法
」
で

す
。ほ

ん
と
う
は
死
の
瞬
間
に
悟
り
に
い

た
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
大

概
の
人
は
そ
れ
を
と
ら
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
中
有
の
状
態
で
悟
り
に
い
た
る

方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
イ
ン
ド
仏
教
で
も
、
中
有

の
体
験
は
恐
怖
に
満
ち
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。『
チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
』

で
も
、
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
中
有
は
最
初
か
ら
、
恐

ろ
し
い
存
在
に
出
会
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
逆
に
、
最
初
の
一
週

間
は
、
心
優
し
い
仏
菩
薩
が
な
ん
と
か

中
有
を
救
っ
て
あ
げ
よ
う
と
出
現
す
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
生
前
に
犯
し
た

悪
業
の
せ
い
で
、
仏
菩
薩
が
中
有
に
は

き
わ
め
て
恐
ろ
し
い
も
の
に
し
か
感
じ



ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
せ
っ
か
く

仏
菩
薩
が
救
っ
て
あ
げ
よ
う
と
し
て
い

る
の
に
、
中
有
は
逃
げ
ま
わ
っ
て
、
救

わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
み
す
み
す
逃
し
て

し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
お
ま
け
に
、

後
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
見
た
目
も
性

格
も
怖
い
神
々
が
出
現
し
て
く
る
の
で
、

ま
す
ま
す
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
か
く
し
て
、
救
わ
れ
る
チ
ャ
ン

ス
は
遠
の
く
ば
か
り
で
す
。

か
つ
て
お
会
い
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
高
僧
は
わ
た
し
に「
生
き
て
い
る
う

ち
に
救
わ
れ
な
か
っ
た
者
が
、
死
ん
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
簡
単
に
救
わ
れ
る
と

思
う
か
ね
?
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
人
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
、
み
な
仏
」
と

い
う
日
本
仏
教
と
ち
が
っ
て
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
に
は
と
て
も
厳
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

「
幽
霊
」の
話

幽
霊
に
足
が
な
い
理
由

幽
霊
に
ま
つ
わ
る
話
は
タ
ネ
が
尽
き

ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
被
災
地
で
は
幽
霊
が
し
き
り
と

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

幽
霊
と
い
う
と
、
足
が
な
い
と
い
う

の
が
通
説
で
す
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代

の
中
期
に
活
躍
し
た
画
家
の
円
山
応
挙

（
一
七
三
三
～
九
五
）
が
、
足
の
な
い
幽

霊
の
絵
を
描
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

幽
霊
に
は
足
が
な
い
と
い
う
説
が
ひ
ろ

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
説
に
は
、
円
山
応
挙
よ
り
前
に
、

朝
廷
の
御
用
絵
師
を
つ
と
め
る
土
佐
派

を
ひ
き
い
て
い
た
土
佐
光
起（
一
六
一
七

～
九
一
）が
、
す
で
に
足
の
な
い
幽
霊
の

絵
を
描
い
て
い
た
と
も
い
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
初

め
て
、
幽
霊
に
は
足
が
な
い
と
い
う
、

い
わ
ば
約
束
事
が
成
立
し
た
と
い
う
点

は
同
じ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
話
は
か
な
り
あ
や

し
い
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

幽
霊
は
も
と
か
ら
足
が
な
い
と
信
じ
ら

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

古
代
の
中
国
で
は
、
幽
霊
に「
鬼
」と

い
う
字
を
あ
て
て
い
ま
し
た
。
日
本
で

「
鬼
」
と
い
う
と
、
頭
に
角
を
生
や
し
、

口
に
は
鋭
い
牙
、
上
半
身
は
裸
で
、
虎

皮
の
パ
ン
ツ
を
は
き
、
金
棒
を
手
に
す

る
怖
い
存
在
を
想
像
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
タ
イ
プ
の「
鬼
」

は
、
お
お
む
ね
仏
教
の
影
響
を
受
け
て

成
立
し
た
も
の
で
す
。
い
い
か
え
る
と
、

仏
教
が
日
本
に
伝
来
す
る
ま
で
は
、
こ

う
い
う
タ
イ
プ
の「
鬼
」は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

ち
な
み
に
、「
鬼
」
と
書
い
て「
お
に
」

と
読
む
理
由
は
、「
い
な
い
」
を
意
味
す

る
古
典
語
の「
お
ぬ
」に
ゆ
ら
い
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
目
に
は
見
え
な
い
け

れ
ど
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
存
在
と
い
う

意
味
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
万

葉
集
で
は
、「
鬼
」と
い
う
字
を「
も
の
」

と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の「
も

の
」
は「
も
の
の
け（
物
の
怪
」
の「
も

の
」で
、
目
に
は
見
え
な
い
、
あ
る
い
は

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
恐
ろ
し
い
存

在
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
意
味
的
に
は
、

「
お
に
」と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

で
は
、
漢
字
の「
鬼
」
は
、
も
と
も

と
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
答
え
は「
幽
霊
」で
す
。
こ
の
こ
と

は
、「
鬼
」
と
い
う
漢
字
を
分
解
し
て
み

る
と
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
ず
、「
田
」
は
、
頭
蓋
骨
を
真
上
か

ら
見
た
と
こ
ろ
で
す
。「
ル
」は
足
で
す
。

「
ム
」
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
記
号
で
す
。
で
す
か
ら
、
全
体

で
は
、
足
も
と
が
定
か
で
は
な
い
頭
蓋

骨
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
、
こ

の
姿
こ
そ
、
古
代
中
国
人
が
想
像
し
て

い
た
幽
霊
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
鬼
」
す
な
わ
ち
幽
霊
は
、

最
初
か
ら
足
も
と
が
定
か
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
仮
に

円
山
応
挙
や
土
佐
光
起
に
、
日
本
の
幽

霊
に
は
足
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

定
着
さ
せ
た
功
績
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

た
ん
な
る
知
識
で
は
な
く
、
誰
に
も
わ

か
り
や
す
く
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で

表
現
し
た
点
に
求
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

幽
霊
の
正
体

さ
て
、
足
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
よ

り
も
、
は
る
か
に
重
要
な
の
は
幽
霊
の

正
体
で
す
。
一
般
に
は
、
成
仏
で
き
な

か
っ
た
死
者
の
霊
魂
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
成
仏
で
き
な
か
っ
た
死
者

の
霊
魂
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
に
も

抽
象
的
で
す
。
少
な
く
と
も
、
仏
教
の

教
義
で
は
ど
う
み
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、

そ
れ
を
確
認
す
る
必
要
く
ら
い
は
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
答
え
て
く
れ
る
書
物
が

あ
り
ま
す
。
臨
済
宗
の
高
僧
、
沢
庵
禅

師
が
晩
年
に
書
い
た
『
玲
瓏
集
』
で
す
。

沢
庵
禅
師
と
い
え
ば
、
江
戸
幕
府
の
第

三
代
将
軍
、
徳
川
家
光
や
そ
の
側
近
だ

っ
た
柳
生
宗
矩
の
師
と
し
て
有
名
で
す
。

そ
の
沢
庵
禅
師
に
い
わ
せ
る
と
、
幽

霊
の
正
体
は
中
有
で
す
。
そ
れ
も
た
だ

の
中
有
で
は
な
く
、「
罪
障
ふ
か
き
中

有
」
だ
そ
う
で
す
。『
玲
瓏
集
』
に
は
、

こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

う
す
く
し
て
、
さ
だ
か
に
見
え
ざ
る

形
な
れ
ば
、
中
有
を
ば
人
は
見
ず
。
か
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れ
は
い
つ
も
い
き
て
居
た
る
時
の
ご
と

く
、
人
を
見
れ
ど
も
、
人
是
を
知
ら
ず
。

罪
障
ふ
か
き
中
有
は
、
形
あ
ら
は
る
る

な
り
。
人
自
然
に
こ
れ
を
見
て
、
幽
霊

な
ど
と
い
ふ
。
又
な
き
事
に
あ
ら
ず
。

（
存
在
の
程
度
が
薄
く
、
は
っ
き
り

と
見
え
な
い
形
な
の
で
、
中
有
を
人
々

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

中
有
の
ほ
う
は
、
自
分
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
、
生
き

て
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
人
々
を

見
て
い
る
の
で
す
が
、
人
々
は
そ
れ
に

気
づ
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
罪
障
の

深
い
中
有
は
、
形
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

人
々
は
あ
り
の
ま
ま
に
こ
れ
を
見
て
、

幽
霊
が
出
た
な
ど
と
言
う
の
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、

で
す
。）

中
有
に
つ
い
て
、
沢
庵
禅
師
は
こ
う

い
う
趣
旨
の
こ
と
も
書
い
て
い
ま
す
。

「
中
有
は
五
根（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身

体
）
を
も
た
な
い
が
、
感
覚
は
残
っ
て

い
て
、
そ
の
点
で
は
生
き
て
い
る
人
間

と
な
ん
ら
変
わ
り
な
い
。
外
か
ら
見
え

な
い
だ
け
で
、
中
有
本
人
か
ら
す
れ
ば
、

生
き
て
い
る
の
と
変
わ
り
な
い
。
形
も

全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り

に
か
す
か
な
の
で
、
見
え
に
く
い
」。

そ
し
て
、
こ
の
文
言
の
あ
と
に
、
さ
き

ほ
ど
引
用
し
た「
う
す
く
し
て
･
･
･
･
」

以
下
の
文
章
が
来
ま
す
。

自
分
の
死
を
納
得
で
き
な
い
と
幽
霊
に

こ
の
文
章
で
問
題
に
な
る
の
は「
罪

障
ふ
か
き
」
と
い
う
表
現
で
す
。
そ
の

ま
ま
現
代
語
訳
し
て
し
ま
う
と
、「（
悟

り
や
解
脱
を
さ
ま
た
げ
る
）
罪
の
行
為

が
多
い
状
態
」に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
沢
庵
禅
師
が
そ
う
い
う
意

味
で
、「
罪
障
ふ
か
き
」
と
は
言
っ
て
い

な
い
よ
う
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
の

あ
と
に
書
か
れ
た
以
下
の
文
章
か
ら
推

測
で
き
ま
す
。

執
心
ふ
か
け
れ
ば
、
形
あ
つ
し
。
た

と
へ
ば
薬
な
ど
、
よ
ろ
づ
の
物
を
せ
ん

じ
出
せ
る
汁
の
ご
と
し
。
あ
さ
き
も
の

は
、
そ
の
汁
あ
さ
し
。
あ
つ
き
も
の
は
、

そ
の
汁
こ
く
し
て
、
物
の
汁
と
、
さ
だ

か
に
知
る
。
･
･
･
･
･
中
有
と
執
心
ふ

か
け
れ
ば
、
形
を
あ
ら
は
す
。

（
執
心
が
深
け
れ
ば
、
形
も
濃
く
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
薬
な
ど
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
煎
じ
出
し
た

液
体
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
薄
い
も
の

は
、
そ
の
液
体
も
薄
い
の
で
す
。
濃
い

も
の
は
、
そ
の
液
体
も
濃
い
の
で
、
そ

れ
が
何
の
液
体
な
の
か
、
は
っ
き
り
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
･
･
･
･
･
中

の
場
合
も
、
執
心
が
深
け
れ
ば
、
形
が

あ
ら
わ
れ
る
の
で
す
。）

つ
ま
り
、
沢
庵
禅
師
は「
罪
障
」
と

「
執
心
」を
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、「
罪
障
ふ
か
き
中
有
」
は
す
な

わ
ち「
執
心
ふ
か
い
」中
有
で
あ
り
、
そ

の
姿
が
見
え
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
の
で
す
。

で
は
、
執
心
と
は
な
に
か
、
そ
れ
が

つ
ぎ
の
問
題
で
す
。

執
心
と
は
、
あ
る
対
象
に
執
着
す
る

心
を
意
味
し
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
今
度

は
あ
る
対
象
と
は
何
か
、
が
問
題
で
す
。

お
そ
ら
く
、
あ
る
対
象
と
は「
生
命
」

で
し
ょ
う
。
そ
の
証
拠
に
、『
玲
瓏
集
』

の
冒
頭
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

命
ほ
ど
尤
可
惜
物
は
な
し
。
高
も
賤

も
、
各
命
長
か
ら
ざ
れ
は
、
本
意
を
遂

る
こ
と
な
し
。
千
々
の
財
宝
を
す
て
ゝ

も
、
命
は
か
ふ
べ
き
物
な
り
。

（
生
命
ほ
ど
、
大
切
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
身
分
の
高
い
者
も
賤
し
い
者

も
、
長
生
き
し
な
け
れ
ば
、
し
た
い
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
巨
万

の
富
を
な
げ
う
っ
て
も
、
生
命
は
買
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。）

そ
し
て
、「
生
命
」に
執
着
す
る
心
と

な
れ
ば
、「
生
き
た
い
、
生
き
て
い
た
い
」

と
熾
烈
に
ね
が
う
心
の
こ
と
で
す
。
い

い
か
え
れ
ば
、「
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な

い
」と
い
う
心
の
こ
と
で
す
。
よ
う
す
る

に
、
自
分
の
死
に
納
得
し
て
い
な
い
死

者
の
霊
魂
で
す
。
そ
れ
が
幽
霊
の
正
体

な
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
な
ん
に
も
悪

い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
死
な
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
非
業
の
死
を
遂
げ
た

人
々
が
、
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
人
々
の
中
有
が
、
い
ま
幽
霊
と
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ブ
ッ
ダ
と「
た
ま
し
い
」

ゆ
ら
ぐ
学
説

「
ブ
ッ
ダ
は
霊
魂
の
実
在
を
否
定
し

た
」。
大
学
の
仏
教
学
部
で
は
た
い
て

い
、
そ
う
教
え
て
い
ま
す
。
仏
教
の
概

説
書
に
も
、
大
概
は
そ
う
書
い
て
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、「
ブ
ッ
ダ
は
霊
魂
の
実

在
を
否
定
し
た
」
と
い
う
認
識
は
、
近

代
仏
教
の
金
科
玉
条
な
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
、
こ
の
金
科
玉
条
に

疑
問
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
最
新
の
研

究
成
果
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
仏
教
で
は
、

ブ
ッ
ダ
以
来
、
一
三
世
紀
の
初
め
に
滅

亡
す
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
霊
魂
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実
在
論
と
霊
魂
非
実
在
論
の
両
方
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
あ
い

だ
で
か
ん
か
ん
が
く
が
く
の
論
争
が
つ

づ
き
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
最
終
的
な
結

論
を
見
出
せ
ず
に
終
わ
っ
た
と
い
う
の

で
す
。（
桂
紹
隆「
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史

に
お
け
る
大
乗
仏
教
―
無
と
有
と
の
対

話
」春
秋
社『
大
乗
仏
教
と
は
何
か
』）。

「
ブ
ッ
ダ
は
霊
魂
の
実
在
を
否
定
し

た
」
と
い
う
金
科
玉
条
の
根
拠
と
さ
れ

て
き
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
無
我
説
や
非

我
説
で
す
。
無
我
説
と
非
我
説
は
、
厳

密
に
い
う
と
、
異
な
り
ま
す
が
、
永
遠

不
滅
の
実
態
と
し
て
の
「
我
（
ア
ー
ト

マ
ン
）」
は
実
在
し
て
い
な
い
と
い
う

点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

無
我
説
や
非
我
説
が
、
本
来
、
な
に
を

意
味
し
て
い
た
の
か
、
で
す
。
じ
つ
は
、

無
我
説
に
し
ろ
非
我
説
に
し
ろ
、
自
分

の
身
体
の
特
定
の
部
位
に
は
「
我
」
と

よ
べ
る
な
に
か
は
な
い
、
も
し
く
は
外

界
の
ど
こ
に
も
「
我
」
と
よ
べ
る
な
に

か
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
以
上

の
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
の
ち
に
拡
大
解
釈
さ
れ
て
、
永
遠

不
滅
の
実
態
と
し
て
の
「
我
」
は
実
在

し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。

ブ
ッ
ダ
も
来
世
を
認
め
て
い
た

イ
ン
ド
生
ま
れ
の
宗
教
で
は
、
動
物

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
生
命
体
は
、
悟

り
を
開
か
な
い
か
ぎ
り
、
永
遠
に
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
す
る
と
い
う
の

が
、
絶
対
の
前
提
で
し
た
。
こ
れ
が
輪

廻
転
生
で
す
。

ブ
ッ
ダ
が
在
世
し
て
い
た
時
代
に
は
、

す
で
に
輪
廻
転
生
が
前
提
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
現
存
す
る
初

期
仏
教
の
文
献
に
は
、
ブ
ッ
ダ
が
直
接
、

輪
廻
転
生
に
言
及
し
た
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
原
始
仏
典
の
な
か
で

も
最
古
層
と
さ
れ
る『
法
句
経（
ダ
ン
マ

パ
ダ
）』の
第
一
章
に
は
、
こ
う
書
か
れ

て
い
ま
す
。

悪
い
こ
と
を
な
す
者
は
、
こ
の
世
で

悔
い
に
悩
み
、
来
世
で
も
悔
い
に
悩
み
、

ふ
た
つ
の
と
こ
ろ
で
悔
い
に
悩
む
。「
わ

た
く
し
は
悪
い
こ
と
を
し
ま
し
た
」と
い

っ
て
悔
い
に
悩
み
、
苦
難
の
と
こ
ろ（
＝

地
獄
な
ど
）に
お
も
む
い
て（
罪
の
む
く

い
を
受
け
て
）さ
ら
に
悩
む
。

善
い
こ
と
を
な
す
者
は
、
こ
の
世
で

歓
喜
し
、
来
世
で
も
歓
喜
し
、
ふ
た
つ

の
と
こ
ろ
で
歓
喜
す
る
。「
わ
た
く
し
は

善
い
こ
と
を
し
ま
し
た
」と
い
っ
て
歓
喜

し
、
幸
あ
る
と
こ
ろ（
＝
天
の
世
界
）に

お
も
む
い
て
、
さ
ら
に
喜
ぶ
。（
中
村
元

『
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』
岩

波
文
庫
）。

つ
ま
り
、
来
世
が
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
来
世
に
も
「
地
獄
」
や
「
天
の
世
界
」

が
あ
る
と
、
ブ
ッ
ダ
自
身
が
述
べ
て
い

る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
輪
廻
転
生
と

い
わ
な
い
ま
で
も
、
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
は
あ
る
と
、
ブ
ッ
ダ
も
認
識

し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

と
な
る
と
、
い
っ
た
い
な
に
が
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
す
る
の
か
、
が

問
題
に
な
り
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
自
身
は
、

こ
の
種
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
と
、
あ

あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
い
う

観
念
論
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
、
し
な

い
よ
う
に
と
釘
を
刺
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
暇
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
た
す
ら
修
行

に
励
め
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
の
宗
教
界
と
い
う

と
こ
ろ
は
と
て
も
厄
介
で
、
自
分
た
ち

の
宗
教
を
、
ほ
か
の
宗
教
を
信
仰
す
る

人
々
に
む
か
っ
て
、
筋
道
立
て
て
説
明

で
き
な
い
と
、
批
判
や
攻
撃
を
ま
ぬ
か

れ
ず
、
つ
い
に
は
存
続
で
き
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ッ
ダ
以
降

の
仏
教
も
、
こ
の
仕
組
み
か
ら
逃
れ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
は
そ
の
な
か

に
巻
き
込
ま
れ
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ

う
で
も
な
い
を
延
々
と
繰
り
返
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
仏
教
界
の
半
分
は
霊
魂
実
在
論

い
っ
た
い
な
に
が
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に

対
す
る
答
え
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

有
力
な
説
の
一
つ
に
、「
プ
ド
ガ
ラ
」

が
あ
り
ま
す
。
仏
典
の
日
本
語
訳
で
は

ふ
つ
う「
ひ
と
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
抽
象
的
す
ぎ
て
、
意
味

が
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
わ

か
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
正
確
に
訳
せ

ば
、「
記
憶
の
担
い
手
」
と
い
う
く
ら
い

の
意
味
に
な
り
ま
す
。
五
蘊（
色
・
受
・

想
・
行
・
識
）
と
は
同
じ
と
も
異
な
る

と
も
言
え
な
い「
不
可
説
な
存
在
」、
す

な
わ
ち
解
き
あ
か
し
得
な
い
な
に
か
で

す
。「

我（
ア
ー
ト
マ
ン
）」
と
比
較
す
る

と
、「
プ
ド
ガ
ラ
」
は
生
ま
れ
て
死
ぬ
ま

で
の
あ
い
だ
に
い
ろ
い
ろ
と
変
化
す
る

点
で
、
い
っ
さ
い
変
化
し
な
い
と
さ
れ

る
ア
ー
ト
マ
ン
と
異
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
ほ
か
の
点
で
は
ほ
と
ん
ど
違

い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
プ
ド
ガ
ラ
こ
そ
輪
廻
転
生
の
本

体
と
み
な
す
説
は
、
お
も
に
主
流
派
仏

教
（
小
乗
仏
教
）
で
主
張
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
学
派
を
正
量
部
と
い
い
、



そ
こ
に
属
す
る
僧
侶
の
数
は
、
七
世
紀

に
イ
ン
ド
留
学
を
実
現
し
た
玄
奘
三
蔵

の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
れ
ば
、
ひ
じ

ょ
う
に
多
く
、
主
流
派
仏
教
の
ほ
ぼ
半

数
を
占
め
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

大
乗
仏
教
の
学
派
で
も
、
輪
廻
転
生

の
本
体
を「
如
来
蔵
」や「
仏
性
」や「
ア

ー
ラ
ヤ
識
」
と
い
う
か
た
ち
で
、「
実
在

す
る
な
に
か
」
と
し
て
認
め
る
勢
力
は
、

ひ
じ
ょ
う
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
無
我
説
を
主
張
す
る
中

観
派
に
対
抗
し
て
、
イ
ン
ド
仏
教
界
を

二
分
し
て
い
た
唯
識
派
が
、
そ
の
典
型

例
で
す
。

さ
き
ほ
ど
ふ
れ
た
桂
紹
隆
先
生
の
論

文
に
よ
る
と
、
玄
奘
三
蔵
が
留
学
し
て

い
た
こ
ろ
の
イ
ン
ド
仏
教
界
は
、
出
家

僧
の
数
で
い
う
と
、
大
乗
仏
教
が
半
数

く
ら
い
で
い
ち
ば
ん
大
き
く
、
つ
い
で

正
量
部
が
四
分
の
一
、
そ
の
他
の
主
流

派
仏
教
が
四
分
の
一
と
い
う
構
成
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
乗
と
主

流
派
を
問
わ
ず
、
輪
廻
転
生
の
本
体
と

し
て
、
プ
ド
ガ
ラ
や「
実
在
す
る
何
か
」

を
認
め
る
勢
力
を
合
計
す
る
と
、
イ
ン

ド
仏
教
の
出
家
僧
の
う
ち
、
な
ん
と
半

数
く
ら
い
は
輪
廻
転
生
の
本
体
が
実
在

す
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

ブ
ッ
ダ
も
「
た
ま
し
い
」
を
認
め
て
い

た
?そ

も
そ
も
、輪
廻
転
生
の
本
体
を「
実

在
す
る
な
に
か
」
に
求
め
る
傾
向
は
、

初
期
仏
教
の
段
階
か
ら
あ
っ
た
事
実
が

わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
例

を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
つ
は
原
始
仏
典
の
一
つ
、「
相
応

部（
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
）」の
第
一

集
第
四
篇
第
三
章
第
三
節
に
お
さ
め
ら

れ
て
い
る「
ゴ
ー
デ
ィ
カ
」
と
い
う
物
語

で
す
。
こ
の
部
分
は
、
岩
波
文
庫
か
ら

『
悪
魔
と
の
対
話
』（
一
九
八
六
）と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
お
も
い

ま
す
。

そ
れ
は
こ
う
い
う
話
で
す
。

ブ
ッ
ダ
の
弟
子
だ
っ
た
ゴ
ー
デ
ィ
カ

は
、
修
行
を
積
ん
で
、
心
の
解
脱
に
達

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
境
地
を

た
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
六
回
も

心
の
解
脱
に
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
た

び
に
そ
の
境
地
か
ら
退
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
七
回
目
の
心
の
解
脱
に

達
し
た
と
き
に
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
は
刀
を

手
に
と
っ
て
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
デ
ィ
カ
が
自
殺
し
た
こ
と
を
知

っ
た
ブ
ッ
ダ
は
、
弟
子
た
ち
を
引
き
つ

れ
て
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
遺
体
を
見
舞
い

に
出
か
け
た
の
で
す
。
遺
体
が
安
置
さ

れ
て
い
る
場
所
に
来
て
み
る
と
、
遺
体

の
ま
わ
り
を
、「
朦
朧
と
し
た
も
の
」
が

右
往
左
往
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
指
し

て
、
ブ
ッ
ダ
は
あ
れ
は
悪
魔
、
悪
し
き

者
だ
と
い
い
、「
ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
識
別
力

を
探
し
求
め
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、

ゴ
ー
デ
ィ
カ
は
涅
槃
に
入
っ
た
の
で
、

も
は
や
識
別
力
は
な
い
。
そ
れ
で
、
悪

魔
は
ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
識
を
見
つ
け
ら
れ

ず
、
右
往
左
往
し
て
い
る
の
だ
」
と
見

抜
き
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
識
別
力
」は
、

パ
ー
リ
語
の
ヴ
ィ
ン
ニ
ャ
ー
ナ
の
訳
語

で
す
。

よ
く
似
た
話
は
、
同
じ
く「
相
応
部
」

の
第
三
集
第
一
篇
第
二
部
第
四
章
第
五

節
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る「
ヴ
ァ
ッ
カ

リ
」
の
物
語
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
は『
原
始
仏
典
Ⅱ　

相
応
部
経
典
』

（
春
秋
社
）第
三
巻（
二
〇
一
二
）に
お
さ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ダ
の
弟
子
だ
っ
た
ヴ
ァ
ッ
カ
リ

と
い
う
人
物
が
、
悟
り
を
開
い
た
の
ち
、

病
苦
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に
、
刀
を
手

に
と
っ
て
自
殺
し
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
、

ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、

ヴ
ァ
ッ
カ
リ
の
遺
体
を
、
弟
子
た
ち
を

引
き
つ
れ
て
見
舞
い
に
出
か
け
ま
す
。

す
る
と
、
暗
闇
の
よ
う
な
も
の
が
、

遺
体
の
ま
わ
り
を
右
往
左
往
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
指
し
て
、
ブ
ッ
ダ
は
あ
れ

は
魔
で
あ
り
、「
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
の
識
を
探

し
求
め
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
ヴ
ァ

ッ
カ
リ
は
悟
り
を
開
い
て
涅
槃
に
入
っ

た
の
で
、
も
は
や
識
は
な
い
」と
語
り
ま

す
。
よ
う
す
る
に
、
話
の
筋
は
ゴ
ー
デ

ィ
カ
の
と
き
と
同
じ
で
す
。

問
題
は
、
原
語
で
は「
ヴ
ィ
ン
ニ
ャ
ー

ナ
」、
訳
語
で
は「
識
別
力
」
あ
る
い
は

「
識
」
と
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
春
秋

社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
本
に
つ
い
て

い
る
巻
末
の
注
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
、

「
認
識
体
、
意
識
体
、
た
ま
し
い
の
こ
と
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
う
す
る
に
、

「
ヴ
ィ
ン
ニ
ャ
ー
ナ
」
と
は「
た
ま
し
い
」

な
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
初
期
仏
教
の
段
階

か
ら
、「
た
ま
し
い
」の
存
在
を
み
と
め

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
ど
う
だ
っ
た
か
、

そ
の
答
え
は
現
時
点
で
は
確
答
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、ブ
ッ
ダ
が「
た
ま
し
い
」

の
存
在
を
完
全
に
否
定
し
て
い
た
と
は

言
い
切
れ
な
い
可
能
性
が
出
て
き
た
こ

と
は
事
実
で
す
。

以
上
の
発
見
は
、
こ
れ
ま
で
の
仏
教

学
の
常
識
を
く
つ
が
え
す
も
の
で
す
。

日
本
仏
教
は
伝
統
的
に
、
霊
魂
実
在
論

の
立
場
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
立

場
は
、
明
治
以
降
の
近
代
仏
教
学
か
ら
、

ほ
ん
と
う
の
仏
教
で
は
な
い
と
批
判
さ

れ
が
ち
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
仏
教
の
実

● �●



情
を
知
れ
ば
、
日
本
仏
教
の
伝
統
は
必

ず
し
も
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

物
質
化
現
象　

無
か
ら
有
は
生
じ
る

　
　
　
　
　

講
師　

ス
ワ
ミ 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
9
月
19
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

ス
ワ
ミ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校
出
身
。
筑

波
大
学
第
一
学
群
自
然
学
類
卒
業
。

幼
少
期
よ
り
理
解
困
難
現
象
の
体

験
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
現
象

の
物
理
学
的
解
明
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
物
理
学
者
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

十
数
年
に
わ
た
り
イ
ン
ド
の
聖
者
の
弟

子
と
な
り
物
質
化
現
象
の
修
行
に
明
け

暮
れ
た
。

2
0
0
0
年
に
全
て
の
修
行
を
納
め

日
本
に
戻
り
、
物
質
化
の
解
明
は
も
と

よ
り
、
自
ら
も
物
質
化
を
行
う
。
そ
の

後
、
さ
ら
な
る
真
理
を
求
め
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
渡
り
、
心
霊
治
療
の
能
力
を
獲
得

し
、
ヒ
ー
ラ
ー
と
な
り
、
3
年
前
よ
り
、

タ
イ
に
て
、
神
聖
秘
法
術
科
学
校
を
開

催
。

（
講
演
要
旨
）　
　
　
　
　
　
　
　

宇
宙
出
現
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
同
様
の

現
象
を
、
タ
イ
の
洞
窟
の
中
で
1

�
0
�0�

%
に
近
い
再
現
性
を
も
っ
て
、
再
現
可

能
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
激
し
い
火
花

が
爆
発
音
を
伴
っ
て
発
生
し
、
そ
れ
に

伴
い
、
様
々
な
物
質
が
出
現
す
る
。
金

属
状
の
物
、
鉱
物
状
の
物
、
等
が
多
数

出
現
し
降
っ
て
く
る
。
多
く
の
場
合
、

そ
れ
ら
の
物
質
は
、
融
解
後
急
速
に
冷

え
て
固
ま
っ
た
形
状
を
示
し
、
出
現
直

後
は
高
温
で
あ
る
場
合
が
多
々
見
ら
れ

る
。

　

そ
の
為
、
そ
れ
ら
の
出
現
物
を
受
け

止
め
る
回
収
用
の
天
幕
状
の
布
が
、
焼

け
て
小
さ
な
穴
が
空
く
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
出
現
物
は
一
度
に
数
十
個
以

上
、
ま
さ
に
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る

場
合
が
多
い
。

こ
の
現
象
は
、
無
か
ら
有
が
生
じ
る

物
質
化
現
象
で
あ
り
、
ま
さ
に
超
小
型

の
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
あ
る
。

ま
た
、
細
長
い
金
属
質
の
棒
状
物
が

洞
窟
の
天
井
よ
り
出
現
し
、
あ
た
か
も

蛇
の
よ
う
に
ク
ネ
ク
ネ
と
動
き
回
る
。

直
径
は
5
セ
ン
チ
程
度
の
場
合
が
多
い

が
、
長
さ
は
数
十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
場

合
も
あ
る
。

先
端
部
は
動
き
回
り
、
参
加
者
の
方

へ
近
づ
く
場
合
も
あ
る
。
も
う
一
方
の

先
端
部
は
、
天
井
の
中
に
あ
る
た
め
確

認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
思
を
持

っ
た
生
命
体
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
金

属
質
の
棒
状
物
質
が
数
本
出
現
す
る
場

合
も
あ
る
。

こ
の
現
象
の
紹
介
と
、
こ
の
現
象
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
、
ま
た
、
出

現
し
た
物
質
の
公
開
、
こ
れ
ら
の
現
象

を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
も
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
詳
細
論
文
は
ネ
ッ
ト

http://w
w

w
.am

anotobira.com
/

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
サ

イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」（
平
成
28
年
1
・
2

月
号
）「
平
成
27
年
2
月
本
部
例
会
報

告
」（
P
．
5
～
10
）
も
合
わ
せ
て
ご
参

照
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
20
名
、
非
会
員

29
名
、
関
係
者
1
名
、
計
50
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
当
面
制
作
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

フ
ル
ー
ツ
2
2
0
0
日
物
語

　
　
　
　

講
師　

中
野　

瑞
樹 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
11
月
21
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

中
野
瑞
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
6
年
和
歌
山
県
出
身
、
大
阪

府
在
住
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
卒
業（
農
学
修
士
）。
元
ア
メ
リ
カ
海

洋
大
気
局
研
究
員
。
元
東
京
大
学
工
学

部
教
員
。
現
在
は
国
際
フ
ル
ー
ツ
協
会

代
表
・
体
を
張
る
フ
ル
ー
ツ
研
究
家
と

し
て
活
躍
、
T
V
出
演
や
講
演
多
数
。

2
0
0
9
年
9
月
28
日
よ
り
、
フ
ル

ー
ツ
を
中
心
に
果
実
だ
け
の
食
生
活
実

験
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
間
、
ご
飯
一

粒
も
パ
ン
一
か
け
ら
も
、
肉
も
魚
も
、

根
・
茎
・
葉
野
菜
も
全
く
食
べ
て
は
お

●� ●



ら
ず
、
水
も
お
茶
も
お
酒
も
一
滴
も
飲

ん
で
い
な
い
。
食
し
て
い
る
の
は
、
フ
ル

ー
ツ
、
果
実
野
菜（
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
、
ゴ
ー
ヤ
、
オ
ク
ラ
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
な
ど
）、
果
物（
ア
ボ
カ
ド
、
レ
モ

ン
、
梅（
塩
漬
け
の
梅
干
し
の
み
）、
ク

リ（
焼
き
栗
））と
、
塩（
果
実
野
菜
や
ス

イ
カ
や
メ
ロ
ン
の
外
皮
を
ぬ
か
漬
に
し

て
い
る
）と
果
実
調
味
料（
胡
椒
、
一
味

な
ど
）・
果
実
油（
グ
レ
ー
プ
シ
ー
ド
油
、

オ
リ
ー
ブ
油
な
ど
）だ
け
で
あ
る（
穀
断

ち
、
肉
断
ち
、
水
断
ち
、
酒
断
ち
）。

以
前
は
、
果
実
油
と
塩
な
ど
で
果
実

野
菜
を
炒
め
た
り
し
て
い
た
が
、
2
�0�

1
1
年
3
月
27
日
か
ら
は
加
熱
調
理
も

食
し
て
い
な
い（
火
の
物
断
ち
）。

私
は
決
し
て
果
実
だ
け
の
食
生
活
を

広
め
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
体
が
で
き

て
い
な
い
人
が
い
き
な
り
始
め
て
も
、

栄
養
不
足
で
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
倒
れ
る

の
で
、
ま
ね
を
す
る
の
は
や
め
て
も
ら

い
た
い
。
し
か
し
、
各
公
的
機
関
が
勧

め
る
よ
う
に
、
健
康
増
進
の
た
め
に
、

毎
日
食
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。毎

年
、
日
本
の
国
土
の
14
%
の
面
積

（
※
1
）、
つ
ま
り
九
州
と
沖
縄
と
四
国

を
合
わ
せ
た
よ
り
も
広
い
面
積
が
沙
漠

に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
環
境
問
題

に
関
心
が
あ
り
、
学
生
時
代
は
沙
漠
問

題
の
研
究
に
関
わ
り
、
沙
漠
化
、
森
林

伐
採
、
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
レ
ベ
ル

の
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
い

か
に
木
を
増
や
す
か
が
鍵
だ
と
考
え
て

い
た
。
東
京
大
学
教
員（
経
営
工
学
系
）

時
代
の
2
0
0
3
年
、
木
を
増
や
す
に

は
、
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
こ
と
だ
と
直

感
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
公
的
機
関
が

勧
め
る
よ
う
に
、
健
康
や
美
容
目
的
の

た
め
に
、
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
れ
ば
、
生

産
者
を
通
じ
て
、
木
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
降
、
フ
ル
ー

ツ
に
つ
い
て
独
学
で
学
び
、
2
0
0
4

年
10
月
か
ら
始
め
た
、
フ
ル
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
は
2
5
0
回
以
上
に
な
る
。

熟
し
た
甘
い
果
実
は
、
唯
一
の
共
存

関
係
に
あ
る
食
物
で
あ
る
。

植
物
は
動
物
と
は
異
な
り
、
そ
の
場

か
ら
動
け
な
い
。
種
が
近
く
だ
け
で
発

芽
し
続
け
た
場
合
、
病
気
な
ど
で
全
滅

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
多
く
の
被

子
植
物
（
花
を
咲
か
せ
る
植
物
）
で
は
、

鳥
や
獣
な
ど
に
、
食
べ
て
も
ら
い
、
糞

と
し
て
遠
く
に
ば
ら
ま
い
て
も
ら
お
う

と
い
う
戦
略
を
取
っ
て
い
る
。

動
物
で
言
え
ば
、
子
に
あ
た
る
種
が

未
熟
な
間
は
、
外
皮
や
果
肉
を
固
く
し

た
り
、
苦
く
し
た
り
、
葉
と
同
じ
緑
に

し
て
目
立
た
な
く
し
た
り
と
、
動
物
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

種
が
成
熟
す
る
と
、
目
立
た
せ
る
た
め

に
、
色
鮮
や
か
に
し
た
り
、
香
り
を
漂

わ
せ
た
り
、
消
化
が
良
い
よ
う
に
柔
ら

か
く
し
た
り
、
果
実
を
食
べ
て
も
ら
お

う
と
工
夫
を
重
ね
る
。
例
え
ば
、
小
学

生
に
不
人
気
な
ゴ
ー
ヤ
も
、
熟
す
と
外

皮
が
黄
色
く
な
る
し
、
中
に
は
真
っ
赤

な
甘
い
果
肉
が
で
き
る
。
ま
た
ピ
ー
マ

ン
も
熟
す
と
赤
く
な
り
、
甘
酸
っ
ぱ
く

な
る
。
つ
ま
り
、
熟
し
た
果
実
は
、「
食

べ
て
、
食
べ
て
、
ど
ん
ど
ん
食
べ
て
!
」

と
植
物
が
言
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
熟
し
た
果
実
以
外
の
食
べ

物
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
葉
や
根
は
目

立
た
な
く
し
た
り
、
苦
く
し
た
り
す
る

し
、
種
で
あ
る
穀
物
は
生
で
は
消
化
が

悪
い
。
ま
た
肉
や
魚
に
し
て
も
、
動
物

は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
と
逃
げ
回
る
わ

け
で
あ
る
。

し
か
も
、
撒
か
れ
た
種
が
発
芽
し
、

成
長
し
、
花
が
咲
く
と
、
ミ
ツ
バ
チ
や

チ
ョ
ウ
な
ど
多
く
の
昆
虫
の
餌
に
な
る
。

昆
虫
が
増
え
る
と
、
鳥
や
小
動
物
が
増

え
る
。
小
動
物
が
増
え
る
と
、
タ
カ
や

フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
猛
禽
類
な
ど
が
増
え
、

生
態
性
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
日
本
の
中
山
間
地
域
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
・
カ
ラ
ス
な

ど
の
被
害
が
、
年
間
2
0
0
億
円
以
上

に
及
ぶ（
※
2
）。
野
生
動
物
が
人
里
に

下
り
て
く
る
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
戦
後

の
拡
大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
、
栄
養
価

の
高
い
、
ド
ン
グ
リ
や
ヤ
マ
モ
モ
や
カ

キ
と
い
っ
た
実
の
な
る
広
葉
樹
を
ど
ん

ど
ん
切
り
倒
し
て
、
あ
ま
り
動
物
た
ち

の
餌
に
な
ら
な
い
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
や

マ
ツ
を
植
え
た
か
ら
で
あ
る
。
要
は
奥

山
に
ご
飯
が
な
い
か
ら
、
人
里
に
下
り

て
来
て
し
ま
う
。
日
本
の
国
土
の
67
%

は
森
林
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
41
%
が
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
や
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
で

あ
り
、
そ
れ
は
国
土
の
27
・
2
%
に
な

る（
※
3
）。
う
ち
約
半
分
は
戦
後
の
拡

大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
遠
目
に
は
緑
で
も
、

針
葉
樹
の
密
集
林
で
あ
る
人
工
林
は
、

中
は
薄
暗
く
て
下
草
も
少
な
い
た
め
、

生
物
多
様
性
が
乏
し
く
、〝
緑
の
沙
漠
〟

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
日

本
人
の
29
・
8
%
が
花
粉
症
と
な
っ
て

い
る（
※
4
）。
な
ぜ
な
ら
、
花
粉
症
の

主
要
原
因
が
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
の

増
加
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
の
9
人
に
1
人
が
飢
餓

状
態
に
あ
る（
※
5
）。
特
に
、
発
展
途
上

国
に
お
い
て
、
5
歳
に
な
る
前
に
命
を
落
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と
す
子
ど
も
の
数
は
、
年
間
6
6
0
万

人
に
も
及
ぶ（
※
6
）。
W
F
P（
国
連
飢

餓
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
20
億
人

が
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
に
陥
っ
て

お
り
、
結
果
と
し
て
脳
機
能
障
害
や
臓

器
障
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る（
※
7
）。

一
方
で
、
フ
ル
ー
ツ
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
が
豊
富
で
、
し
か
も
消
化
吸
収
の

良
い
食
べ
物
で
す
。
そ
の
土
地
に
合
っ

て
い
れ
ば
、
数
ヶ
月
か
ら
数
年
後
に
は

果
実
が
で
き
る
。

世
界
で
は
、
8
人
に
1
人
が
不
衛

生
な
水
を
飲
ん
で
い
る（
※
8
）。
下
痢

は
、
周
産
期（
出
産
前
後
の
期
間
の
こ

と
）
を
除
け
ば
、
5
歳
未
満
の
子
ど
も

に
と
っ
て
肺
炎
に
次
ぐ
死
亡
原
因
で
す
。

2
0
1
2
年
に
は
約
58
万
人（
1
日
当

た
り
1
6
0
0
人
）
の
5
歳
未
満
の
子

ど
も
が
、
下
痢
で
亡
く
な
っ
た（
※
7
）。

国
連
W
H
O
は
、
世
界
の
健
康
戦

略
の
中
で
、
糖
尿
病
、
ガ
ン
、
心
臓
疾

患
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
、
生
フ
ル
ー
ツ
と
非
デ
ン
プ
ン
性

野
菜
を
合
わ
せ
て
、
毎
日
4
0
0g
以

上
食
べ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
ま

た
世
界
ガ
ン
予
防
基
金
な
ど
で
は
、
ガ

ン
予
防
の
た
め
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

生
フ
ル
ー
ツ
と
非
デ
ン
プ
ン
性
野
菜
を

少
な
く
と
も
4
0
0g
以
上
、
で
き

れ
ば
6
0
0g
以
上
食
べ
る
よ
う
に
推

奨
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
ガ

ン
死
亡
者
数
は
、
現
在
36
・
5
万
人

で
、
3
人
に
1
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

1
9
8
1
年
に
年
間
30
万
人
を
超
え
て

以
降
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。（
※
9
）

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は『
健
康
日
本

21
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
一
日
当
た

り
1
0
0g
以
上
果
物
を
摂
っ
て
い
る

人
が
38
・
6
%（
2
0
1
0
年
）
し
か

い
な
い
の
で
、
2
0
2
2
年
ま
で
に
は
、

70
%
以
上
に
増
や
そ
う
と
い
う
数
値
目

標
を
掲
げ
て
い
る（
※
10
）。

農
林
水
産
省
は
、
毎
日
2
0
0g
く

だ
も
の
運
動
を
推
進
し
て
い
る（
※
11
）。

さ
ら
に
日
本
糖
尿
病
学
会
で
も
、
フ

ル
ー
ツ
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
補

給
に
大
切
な
食
品
な
の
で
、
糖
尿
病

の
方
で
も
、
一
日
当
た
り
、
イ
チ
ゴ

で
あ
れ
ば
2
5
0g
、
ミ
カ
ン
で
あ
れ

ば
2
0
0g
な
ど
制
限
は
つ
く
が
、
毎

日
の
生
フ
ル
ー
ツ
摂
取
を
勧
め
て
い
る

（
※
12
）。　

に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
医
師
や

栄
養
士
な
ど
か
ら「
フ
ル
ー
ツ
は
太
る

か
ら
、
フ
ル
ー
ツ
は
糖
尿
病
に
な
る
か

ら
、
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
人
当
た
り
の
フ
ル
ー
ツ

供
給
量（
非
可
食
部
な
ど
廃
棄
量
を
含

む
）
は
、
世
界
平
均
で
2
0
3g
、
北

ア
メ
リ
カ
2
7
5g
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

2
4
9g
、
ア
ジ
ア
1
8
1g
で
あ
る
の

に
対
し
日
本
は
わ
ず
か
1
4
0g
し
か

な
い
。
こ
れ
は
O
E
C
D
加
盟
、
先
進

34
カ
国
中
最
下
位
で
あ
る（
※
13
）。

ま
た
日
本
人
は
、
生
フ
ル
ー
ツ
の
一

日
摂
取
量（
可
食
部
）
は
、
男
性
で
は

90
・
2g
、
女
性
で
は
1
0
8
・
7g
し

か
な
く
、
特
に
働
き
盛
り
の
20
～
40
代

の
男
性
は
、
平
均
で
わ
ず
か
40g
前
後

し
か
食
べ
て
い
な
い（
※
14
）。

そ
も
そ
も
、
世
界
的
に
見
て
、
食
べ

す
ぎ
に
関
す
る
研
究
事
例
は
な
く
、
フ

ル
ー
ツ
の
食
べ
過
ぎ
が
何
g
な
の
か
、

科
学
的
根
拠
の
あ
る
デ
ー
タ
は
存
在
し

な
い
。
食
べ
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
言

わ
れ
る
人
た
ち
は
、
根
拠
の
あ
る
デ
ー

タ
を
も
た
ず
し
て
、
思
い
込
み
で
話
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
元
々
フ
ル
ー
ツ

は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
果
実
を
食
べ
過
ぎ
る
と
、
体

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
表
わ
れ
る
の
か

を
調
べ
る
た
め
に
、
実
験
を
始
め
た
。

ま
た
、
フ
ル
ー
ツ
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
フ
ル
ー
ツ
と
医
学
、
フ
ル
ー

ツ
と
薬
学
な
ど
、
フ
ル
ー
ツ
に
関
す
る

研
究
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
の

こ
と
で
も
あ
る
。
果
実
だ
け
の
食
生
活

を
続
け
て
、
6
年
以
上
に
な
る
が
、
至

っ
て
健
康
で
、
風
邪
な
ど
で
寝
込
ん
だ

こ
と
も
な
い
し
、
健
康
診
断
や
血
液
検

査
で
も
異
常
が
出
た
こ
と
は
な
い
。
む

し
ろ
、
腎
機
能
の
指
標
で
あ
る
e

－

G
F
R
は
1
3
0
・
4
と
、
骨
密
度
は

20
歳
の
男
性
と
比
べ
て
30
%
以
上
増
と
、

医
師
も
驚
く
数
値
が
出
て
い
る
。
糖
が

多
い
と
い
わ
れ
る
フ
ル
ー
ツ
だ
が
、
最

も
多
い
の
は
水
分
で
あ
る
。
ス
イ
カ
や

イ
チ
ゴ
な
ど
で
は
90
%
、
ほ
と
ん
ど
の

フ
ル
ー
ツ
は
85
%
以
上
が
水
分
で
あ
る
。

し
か
も
、
食
物
繊
維
が
1
～
2
%
、
タ

ン
パ
ク
質
が
1
%
、
他
に
脂
質
、
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

な
ど
含
ま
れ
、
糖
質
は
せ
い
ぜ
い
10
～

20
%
で
あ
る（
※
15
）。
フ
ル
ー
ツ
は
糖
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分
が
多
い
と
言
わ
れ
る
が
、
主
成
分
は

水
分
で
あ
り
、
多
く
の
フ
ル
ー
ツ
で
は

80
%
を
超
え
る
。
ス
イ
カ
や
イ
チ
ゴ
な

ど
は
90
%
が
水
で
あ
る
。
私
の
夏
場
の

主
食
は
ス
イ
カ
、
冬
場
の
主
食
は
ミ
カ

ン
だ
が
、
6
年
以
上
、
水
も
お
茶
も
飲

ま
ず
生
き
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、

喉
を
潤
し
て
く
れ
る
水
分
量
の
多
い
フ

ル
ー
ツ
を
積
極
的
に
食
べ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

水
分
に
次
い
で
多
い
の
が
糖
質
で
、

7
～
15
%
で
す
。
バ
ナ
ナ
は
や
や
多
く

21
%
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
55
%
、

食
パ
ン
44
%
、
白
米
36
%
、
サ
ツ
マ
イ

モ
27
%
と
い
う
よ
う
に
、
穀
物
系
食
品

に
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
何
倍
も
多
く
の
糖

質（
大
半
が
デ
ン
プ
ン
）が
含
ま
れ
て
い

る
。
デ
ン
プ
ン
や
糖
類
な
ど
の
カ
ロ
リ

ー
は
4
k
c
a
l
／
g
で
す
。
糖
質
が

多
い
と
カ
ロ
リ
ー
数
値
も
大
き
く
な
る
。

主
な
フ
ル
ー
ツ
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
1
／
10
程
度
、
食
パ
ン
の
1
／
5
程

度
、
ご
飯
の
1
／
3
程
度
し
か
カ
ロ
リ

ー
が
な
い
。
イ
チ
ゴ
は
モ
ヤ
シ
と
同
じ

カ
ロ
リ
ー
し
か
な
く
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
6
%
で
あ
る
。
ご
飯
1
膳（
1
5
0g
）

の
カ
ロ
リ
ー
は
、
バ
ナ
ナ（
可
食
部
）で

は
約
3
本
分
、
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン（
M

寸
、
外
皮
除
く
）
で
は
約
8
個
分
に
あ

た
る
。

総
じ
て
生
フ
ル
ー
ツ
は
、
カ
ロ
リ
ー

が
低
い
た
め
、
太
り
づ
ら
い
食
べ
物
で

あ
る
。
私
も
か
つ
て
70
㎏
あ
っ
た
体
重

が
、
午
前
中
の
食
事
を
フ
ル
ー
ツ
に
す

る
こ
と
で
62
㎏
に
な
っ
た（
2
0
0
9

年
）。
果
実
だ
け
の
実
験
を
始
め
た
時

（
2
0
0
9
年
9
月
28
日
）
62
㎏
あ
っ
た

体
重
が
、
今
や
52
㎏
。
冬
に
は
、
ウ
ン

シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
を
毎
日
20
個
以
上
は
食

べ
て
い
る
が
、
太
る
こ
と
な
ど
全
く
な

い
。
生
フ
ル
ー
ツ
が
太
り
や
す
い
と
い

う
の
は
、
科
学
的
に
も
、
私
の
経
験
的

に
も
誤
り
で
あ
る
。

生
フ
ル
ー
ツ
は
噛
ま
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
唾
液
の
分
泌
量
を
増
や
し
て

く
れ
る
。
唾
液
量
が
増
え
る
の
で
、
口

腔
環
境
や
免
疫
力
の
向
上
も
期
待
で

き
る
。
ま
た
食
事
の
前
に
生
フ
ル
ー
ツ

を
食
べ
る
と
、
食
べ
過
ぎ
も
抑
え
ら
れ

る
。
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
お
菓
子
や
デ
ン

プ
ン
系
食
品
の
量
を
抑
え
て
、
代
り
に

生
フ
ル
ー
ツ
を
摂
る
よ
う
に
す
れ
ば
カ

ロ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
楽
に
な
る
。

（
W
H
O
＝
国
連
世
界
保
健
機
関
）
は

2
0
1
5
年
3
月
、
健
康
増
進
の
た

め
に
は
で
き
れ
ば
、
フ
リ
ー
シ
ュ
ガ
ー

を
25g
以
下
に
抑
え
る
よ
う
勧
告
し
た

（
※
16
）。
フ
リ
ー
シ
ュ
ガ
ー（
遊
離
糖
）

と
は
、「
製
造
元
や
消
費
者
が
食
品
に
添

加
す
る
糖
類
と
、
蜂
蜜
・
シ
ロ
ッ
プ
・

フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
含
ま
れ
る

天
然
の
糖
類
」の
こ
と
で
す
。
ス
プ
ー
ン

一
杯
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
4g
の
フ
リ
ー

シ
ュ
ガ
ー
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
、
隠
れ

た
糖
類
に
も
注
意
す
る
よ
う
に
促
し
て

い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
野
菜
や
生
フ
ル
ー
ツ
や

牛
乳
に
自
然
に
含
ま
れ
る
糖
類
は
フ
リ

ー
シ
ュ
ガ
ー
で
は
な
い
。
清
涼
飲
料
水

を
買
わ
れ
た
時
に
は
、
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
る
成
分
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
ジ
ュ
ー
ス
を
除
け
ば
、
大

抵
10
%
以
上
の
糖
質（
ま
た
は
炭
水
化

物
）が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
の
清
涼
飲

料
水
に
は
食
物
繊
維
が
ほ
と
ん
ど
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
、
記
載
さ
れ
て
い
る

炭
水
化
物
や
糖
質
は
、
ほ
と
ん
ど
フ
リ

ー
シ
ュ
ガ
ー
に
な
り
ま
す
。
5
0
0m
L

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
1
本
飲
め
ば
、
50g

以
上
も
の
フ
リ
ー
シ
ュ
ガ
ー
を
摂
取
す

る
こ
と
に
な
る
。

〝
健
康
〟
と〝
持
続
可
能
な
環
境
〟
の

両
方
を
志
向
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

〝
ロ
ハ
ス
〟
と
呼
ば
れ
る
。
毎
日
少
し
ず

つ
で
も
果
物
を
食
べ
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
ロ
ハ
ス
そ
の
も
の
で
す
。「
痩
せ
た
い
」

「
ウ
エ
ス
ト
を
細
く
し
た
い
」「
小
顔
に

な
り
た
い
」
あ
る
い
は「
ス
ベ
ス
ベ
肌
に

な
り
た
い
」「
生
涯
健
康
で
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
続
け
た
い
」な
ど
、
こ
れ
ら
は

個
人
的
な
欲
求
で
あ
る
。

こ
れ
ら
個
人
的
な
欲
求
に
、
フ
ル
ー

ツ
を
加
え
れ
ば
よ
い
。
フ
ル
ー
ツ
は
、

宗
教
の
違
い
も
、
右
や
左
と
い
っ
た
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
も
、
東
洋
も
西
洋

も
、
途
上
国
も
先
進
国
も
、
肌
の
違
い

も
、
老
い
も
若
い
も
、
男
も
女
も
、
頭

の
良
さ
も
悪
さ
も
、
聖
人
君
子
も
極
悪

人
も
、
全
く
関
係
な
い
。
73
億
人
全
て

の
人
が
関
わ
る
の
は〝
食
〟で
あ
り
、
ど

こ
の
国
で
も
フ
ル
ー
ツ
は
身
近
な
食
べ

物
で
あ
る
。

W
H
O
や
F
A
O
や
厚
生
労
働
省
や

農
林
水
産
省
な
ど
多
く
の
公
的
機
関
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ル
ー
ツ
は

野
菜
と
共
に
健
康
増
進
に
役
立
つ
。「
毎

日
果
物
も
食
べ
よ
う
」
と
意
識
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
果
樹
園
が
増
え
る
の
で
、

酸
素
の
供
給
源
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、「
毎
日
国
産
果
実
を
食
べ
よ

う
」
と
意
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
中
山

間
地
域
の
鳥
獣
害
対
策
、
日
本
の
美
し

い
里
山
奧
山
の
復
活
、
ひ
い
て
は
花
粉

症
の
根
本
対
策
に
も
な
る
。
木
が
増
え
、

花
が
咲
き
、
果
実
が
増
え
れ
ば
、
虫
も

鳥
も
動
物
も
喜
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
、
木
自

身
も
喜
ぶ
。
私
た
ち
も
人
間
も
、
フ
ル

ー
ツ
の
お
蔭
で
健
康
増
進
が
図
れ
る
。

食
物
の
中
で
唯
一
、
食
べ
て
も
ら
い
た

が
っ
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
は
、
そ
れ
自
体

● �●
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第三段階：マクロ・オーブの観察
佐藤禎花師によってマクロ・オーブ（たまゆら）

の動的な変化状況が観察・記録された。なお「た
まゆら」とは、オーブにサイ（気）が加算された場
合のものをいう。居住空間としての空気中におい
て、非可視の近赤外線領域に潜在する（約1.4eV）
マクロ・オーブを、デジタルカメラの液晶面上に
写し出し、お願いすると、依頼に応じて、様 に々
動的に変化する状況が記録された。一例として、
マクロ・オーブ（芽オーブ）の動的な変化挙動とし
て、次記が記録された。
１）マクロ・オーブは、柔らかい感じの発光体で、
ほぼ球形状であり、大きなオーラを伴う。なお、
変化が著しい部分では、２）昆虫の幼虫に似た
形状を持っており、頭と思われる部分がある。丸
まるとほぼ球形状であるが、ピーンと伸びて、つ
ぎに約90度方向を変え、同時に約180度反転し
て頭と尾が入れ替わる。また、ピーンと伸びて、
2部分に分割する場合がある。３）そこでは、1秒
以内に反転、反転、球形状、などを数回以上も
繰り返す。推察すると、夜空に、動オーブがキラ
キラ輝いて見える原因は、この反転の為かも知れ

ない。また、オーブは、マクロPKとして存在して
いるので、オーブの動きに対応して、生体内の神
経系統（経絡）が情報交換を担当しているのかも
しれない。その他。

なお、検討と考察の結果として、ミクロ・オー
ブとマクロ・オーブの関係を検討したところ、両
者は、ほぼ、同一と判断できる事がわかった。
　

これらが進めば、あの世または霊界との間の情
報交換が可能になるのでは？

フォトンが様 な々ノイズを吸収して、オーブ（た
まゆら）に成るのでは？

さらに、これらを契機にして、心（精神）の科学
的な研究が開始される事をお願いしたい、と思い
ます。

（注1）念写とは、意識（念ずる）の働きのみによっ
て、体外にあるフィルム上に、ある種の形姿を
映し出すことをいう。今から105年前に、世界に
先駆けて、福来友吉によって念写が発見された。
仙台には、福来友吉の業績を記録した（財）福来
心理学研究所がある。

が〝
愛
〟で
す
。
そ
し
て
フ
ル
ー
ツ
こ
そ
、

自
然
と
の
共
生
を
含
め
た
究
極
の
世
界

平
和
に
導
く
鍵
だ
と
私
は
確
信
し
て
い

る
。
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ミクロ・オーブの発見について（念写とオーブの解析）

私たちは、様々な手法を用いてオーブ（たまゆ
ら）の発生機構を検討しております。その一部と
して、念写の際に発生・生起する微細な光念球
の性質を調べたところ、この光念球は、デジタル
カメラで撮影されるマクロ・オーブに対応するミ
クロなオーブである事がわかりました。

今から約38年前（1977年）に、清田益章師を被
験者、小川雄二を研究者として、念写（注1）の
機構解明のための基礎実験を行いました。暗缶
内に光球（念光球、約1mm径）の発生（映像）が
認められ、これの時間変化曲線が記録されまし
た。今回の検討と考察により、これが、ミクロ・
オーブである事がわかりました。

つぎに、30年の時間が経過して、研究者の苗
鉄軍が、この時間変化曲線をカオス解析したとこ
ろ、低次元決定論的なカオス過程である事がわ
かりました（2007）。さらに8年経過して2015年に
なると、佐藤禎花師により、室内の空気中でマク
ロなオーブ（たまゆら）の動的な変化が観察・記録
されました。

第一段階：ミクロ・オーブの出現と測定
既知の電磁波と室内光の両ノイズを遮断した

空間（ブリキ缶、空気中）、並びにその空間内に既
知の物理光を加算した空間に、約1mm直径の光
球状のミクロ・オーブが発生し、動的な変化挙動
をしめす状況がデジタル・メモリーに記録された。
１）移動速度は群パルス状で、うねりの様な緩急
動作を繰り返す。
２）移動速度の分布状態は、近似的には正規分布
である（最頻値は6.5Hz）が、正確には、形状母
数が1.5で表示されるワイブル分布である。これ
は遷移する確率が時間と共に増加するタイプの確
率過程論で表示される。つまり、時間の経過とと

もにより速いオーブが出現する、という性質があ
る。さらに、電磁波ノイズ並びに室内光ノイズが
加算した場合には、最頻値は、しだいに増加する
傾向にある（シューマン・レゾナンスの7.8Hzに
近づく）。
３）パルス波形のピーク値（オーブの光の強さ）の
出現は、ほぼ指数分布である。つまり移動速度と
光の強さは対応していない。さらに指数分布は、
遷移する確率が時間とは無関係に偶発的に決ま
る。つまりポアソン過程として存在している。
４）周波数の分布状態は、ほぼワイブル分布であ
る。さらにオーブが存在している時間や存在して
いない時間は、ほぼ指数分布で表示される。
５）オーブは変性意識状態下の集中とイメージに
関連して、時間や空間を超越して出現する（別報）
傾向があるが、出現後は、物質になってしまうの
で、通常の物理法則に従うことになる、と考えら
れる。

第二段階：ミクロ・オーブのカオス解析
１）Takens定理を用いて、記録された曲線をカオ
ス解析したところ、相関次元の値は、D2＝1.94
～2.25であった。これより、動的ミクロ・オーブ
の運動過程に出現するカオスは、低次元決定論
カオス性である事が分かった。つまり、生体内の
皮膚表面の2～3個所の経絡、またはチャクラが
次元因子（カオスを形成させる変数）として関与し
ている、と推定された。
２）室内光ノイズ、並びに電磁波ノイズがある場
合には、相関次元の値はより高くなる傾向がある。
つまり、生体外の空気中にあるノイズが加算する
と、カオスの次元因子はより高くなる（多様性を帯
びる、複雑になる）。
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